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は
じ
め
ま
し
て

「
み
ら
い
」で
す

名付け親は２人
9 月にオープンする安曇野市穂高
交流学習センターの愛称が「み
らい」に決まりました。６１９
点の応募から選ばれ、名付け親
となったのは、三間本子さん（豊
科高家・写真左）と大友天水さ
ん（穂高・写真右）のお２人です。



特 集

い
よ
い
よ
９
月
12
日
に
オ
ー
プ
ン
。

安
曇
野
市
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」

昨
年
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、

6
月
1
日
に
現
地
で
引
き
渡
し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

施
設
の
あ
ら
ま
し
や
事
務
所
の
移
転
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
地
域
学
習
の
拠
点
と
し
て

こ
の
施
設
は
、
中
央
図
書
館
、

地
域
学
習
館
、
多
目
的
交
流

ホ
ー
ル
、
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が

入
っ
た
複
合
施
設
。
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
入
手
し
、
利
用
で
き
る
環
境
を

提
供
し
ま
す
。
ま
た
、「
交
流
の
場
」

「
学
習
の
場
」
と
し
て
市
民
活
動
を

支
援
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
曇
野

の
歴
史
や
人
物
、
自
然
、
文
化
な
ど

を
探
求
し
、
成
果
を
市
内
外
に
発
信

す
る
「
安
曇
野
地
域
学
習
の
拠
点
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
昨

年
3
月
に
着
工
し
、
約
13
億
4
千
万

円
を
か
け
て
建
設
し
ま
し
た
。
建
物

は
鉄
骨
造
一
部
2
階
建
て
で
、
延
べ

面
積
は
４
１
８
８
・
7
平
方
㍍
で
す
。

オ
ー
プ
ン
は
9
月
12
日
。
現
在
、
開

館
に
向
け
、
外
ま
わ
り
の
工
事
や
図

書
の
配
置
な
ど
の
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

●
愛
称
は
「
み
ら
い
」

市
で
は
、
よ
り
親
し
み
や
す
い

施
設
に
な
る
よ
う
、
本
年
4

月
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
称
を

募
り
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
作
品
は

６
１
９
点
。
こ
の
中
か
ら
選
考
委
員

会
が
5
点
に
絞
り
込
み
、
5
月
に
あ

ら
た
め
て
投
票
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
有
効
投
票
数

の
約
3
割
を
占
め
た
「
み
ら
い
」
に

決
ま
り
ま
し
た
。
命
名
し
た
の
は
、

三さ
ん
ま
も
と
こ

間
本
子
さ
ん
（
豊
科
高
家
）
と

大お
お
と
も
あ
ま
み

友
天
水
さ
ん
（
穂
高
）
の
2
人
。

私
の
図
書
館
か
ら
転
じ
て
、「
ミ
ー
」、

「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
い
う
響
き
か

ら
発
想
し
、「
こ
の
先
、
ず
っ
と
み

ん
な
の
図
書
館
だ
よ
」
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
教
育
委
員
会

文
化
振
興
係
と
図
書
館
係
の

事
務
所
が
移
転
し
ま
し
た

み
ら
い
の
完
成
に
伴
い
、
施
設

の
管
理
、
開
館
準
備
な
ど
に

あ
た
る
た
め
、
教
育
委
員
会
文
化
課

文
化
振
興
係
と
図
書
館
係
の
事
務
所

が
こ
の
ほ
ど
、
同
施
設
内
に
移
転
し

ま
し
た
。

　

新
し
い
住
所
、
電
話
番
号
等
は
7

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
７
月
１
日
、予
約
受
付
ス
タ
ー
ト

み
ら
い
内
の
「
多
目
的
交
流
ホ

ー
ル
」
と
「
展
示
ギ
ャ
ラ
リ

ー
」
の
貸
館
予
約
を
7
月
1
日
午
前

9
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

研
究
発
表
や
音
楽
鑑
賞
な
ど
に
利

用
で
き
る
「
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル
」。

作
品
発
表
の
場
と
し
て
利
用
で
き
る

「
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」。
大
勢
の
皆
さ

ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
6
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
ま

す
。

　

特集 ◎ 交流学習センター「みらい」

開館時間・休館日

開館時間●9：00～ 21：30（中央図書館は、
平日が 9：00 ～ 20：00、土日・
祝日が 9：00 ～ 18：00）

休 館 日●木曜日（木曜日が祝日の場合
は開館）

　　　　●年末年始（12/28 ～ 1/4）
　　　　●その他（中央図書館は毎月最

終水曜日）

穂
高
南

小
学
校

穂
高
幼
稚
園

至松川村

至豊科

Ｒ
１
４
７

三
枚
橋
公
園

旧
道

み
ら
い

6 月 1 日に行われた引き渡し式
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新
し
い
交
流
の
場

学
習
の
場

「
み
ら
い
」を
探
検
！

開
館
を
前
に

名
付
け
親
の
三
間
さ
ん
・
大
友
さ
ん
親
子
と
施
設
を
見
学
し
ま
し
た

新
し
い
交
流
の
場

学
習
の
場
と
し
て

魅
力
的
な
コ

ナ

が
い

ぱ
い
で
す

エントランスホール
待ち合わせや談笑など自由に交流できる憩いのス
ペースです。施設案内、市内や近隣の文化情報も
入手できます。休憩コーナー、カフェコーナー、
自動販売機、ロッカーコーナーもあります。

多目的交流ホール
舞台を備えた 200 席の多目的ホール。演奏会や舞台上映など、幅広く利用できます。可動式
の座席（160 席）を収納して、会議や展示会、レセプション会場としての利用にもお勧めです。

総合受付（受付カウンター）
施設のご案内や、交流学習セン
ターの施設利用、講座の申し込
みを受け付けます

地域学習室
各種講座などを開催。
また、無料で学習でき
るスペースとしても活
用します。

交流ギャラリー
安曇野の歴史や人物、自然、文化
などさまざまな企画展を開催しま
す。また市民の自主的な文化活動
を支援するため、市民の「マイ・コ
レクション展」などを開催します。

展示ギャラリー
市民の学習活動による作品や写真の展示に最適なギャラリーです。
（広さ /約 150㎡＝ 11m× 14m）

大友親子（穂高）
 大友邦明さん（35歳）

 千鶴さん（32歳）
 天水さん（10歳）
 雪生さん（８歳）
 泉歩ちゃん（４歳）

三間親子（豊科高家）
 三間武さん（49歳）
 小百合さん（45歳）
 本子さん（14歳）

本には県内初となる ICタグが貼付。効
率的で確実な管理が行えます。

「自動貸出機」を導入。
省力化や個人のプライ
バシー保護を図ります。

「こどもとしょかん」はうずまきのような
造り。楽しい雰囲気です。

しっかりとした扉とカーテンで仕切れる
「おはなしの部屋」もあります。

「児童コーナー」の書棚は低くなってます。

中央図書館

5 広報あづみの　2009.6.24

率的率的で確で確実な実な管理管理が行が行えまえます。す。央央図図書書館館
全市的図書館システムの中核機能を有する図書館。蔵書は20万冊
を予定。雑誌や新聞なども充実し、市民の皆さんの幅広いニーズに
お応えします。

2009.6.24　広報あづみの 4

カ
フ
も
あ
る
よ
！

行
て
み
よ

中
学
の
吹
奏
楽
部
で

使
て
み
た
い
な

手
が
届
く
よ
！

チ
ツ
ク
し
ま
す

機
械
は
こ
れ
か
ら

設
置
さ
れ
る
よ



67

一緒
に

「
み
ら
い
」を
つ
く
ろ
う

　多目的交流ホールと
　展示ギャラリーの予約開始
●受付開始日
7 月 1 日（水）から
●受付時間　
9：00 ～ 17：15（土日、祝祭日を除く）
●申込方法
使用予定日の 6カ月前の月の 1日から予約
可能です（ただし 7月 1 日の場合は開館後
から 1 月 31 日の間）。「みらい」内の受付
カウンターにて直接お申し込みください。
電話でのお申し込みはできませんのでご注
意ください。
●施設使用料
表 1（左上図）のとおり。また下記の場合
は使用料が加算されます。
１．入場料を徴収する場合
２．使用時間を超過した場合
３．物販、広告宣伝等で使用する場合（上
　　記使用料の 30％増し）
※多目的交流ホール使用の準備（リハーサ
ルなど）の場合、またはステージのみを
使用する場合は使用料が割引（50％）と
なります。
●付属設備（有料）
舞台、音響、照明、楽器、映写、客席、テ
ント、携帯用拡声器など各種付属設備を備
えています。使用料など、詳細は「みらい」
内受付窓口（左ページ参照）にお問い合わ
せください。

交流広場をみんなの手でつくろう！
　「みらい」の交流広場の芝を皆さんの手
で植えてみませんか。
施設内の見学会も併せ
て行います。
● 日　程　6月 27 日（土）
　 9：30 ～ 幼稚園児とその保護者対象
　11：00 ～ 施設見学会
　13：30 ～ 保育園児とその保護者対象
　15：00 ～、16：00 ～ 施設見学会
● 日　程　6月 28 日（日）
　 9：30 ～ 小中学生とその保護者対象
　11：15 ～ 施設見学会
　13：00 ～ 一般市民対象
　15：15 ～、16：15 ～ 施設見学会
●申し込み　不要です。直接現地へ。
●持ち物　移植ゴテ（園芸用スコップ）、
軍手、帽子、水筒、雨具

●その他　小雨決行。大雨の場合は中止。
●お問い合わせ　文化課交流学習センター
係（明科総合支所内）462・3090 まで。当
日は「みらい」まで（左ページ参照）。

「安曇野ゆかりの人物」の情報募集
　「みらい」のオープンに併せ、「安曇野ゆ
かりの人物」を紹介する特別企画展を開催
します。また、市ホームページでもこのデー
タベースを公開します。そこで、この情報
を皆さんから募集します。
●選定の考え方
1. 江戸時代以降に顕著な功績があり、既に 
 亡くなっている人物
2. 安曇野市出身か居住実績がある人物
3. 次の視点から「安曇野」の理解や愛着　
 につながる人物
 （1）全国的に活躍した功績がある人物 
 （2）安曇野の発展に貢献した人物 
 （3）生き方や努力に共感でき、その業績
　  を子どもたちに伝えていきたい人物  

※ただし、次に該当する人物は原則として    
　対象としません。
 （1）主に戦後に活動実績のある政治家 
 （2）戦争で業績がある人物 
 （3）伝説上の人物 
●すでに掲載を予定している人物
　掲載予定人物一覧は、各図書館、文化課
（明科総合支所内）、交流学習センター「み
らい」、市HPでもご覧いただけます。
●連絡先
　人物名とその業績（必須）、著書・作品、
お持ちの資料名（肖像写真・遺品等）、参
考文献、先人の顕彰団体、その他、情報提
供者のお名前（必須）、電話番号（必須）
を記載のうえ、文化課文化振興係（左記参
照）までご連絡ください。

中央図書館ボランティアを募集
利用しやすく身近な図書館を目指して、館
の運営を支えるボランティアを募集しま
す。皆さんの力や経験を新しい図書館づく
りに生かしませんか。募集するボランティ
アは次の２つです。
【図書館サポーター】
中央図書館オープン後、利用者への簡単な
案内、図書館内の整理、破損図書の修理な
ど、図書館運営を支える活動を行います。
【お話しサポーター】
中央図書館で週１回開催する「おはなしの
会」で 20 分程度、絵本や紙芝居の読み聞
かせを行います。事前に講習を行います。
●参加条件　18 歳以上の市内在住者
●募集締め切り　7月 24 日（金）
●申し込み　市内図書館の窓口に備え付け
の申込書に必要事項をご記入のうえ、文化
課図書館係（下記参照）または各図書館に
ご持参いただくか郵送でお送りください。
申込書は市ホームページからダウンロード
できます。

■安曇野市穂高交流学習センター施設使用料

問い合わせ 申し込み先

●文化課文化振興係／図書館係／みらい窓口

〒 399-8303　安曇野市穂高 6765 － 2
安曇野市穂高交流学習センター「みらい」内
（481・3111 682・0966）

bunka@city.azumino.nagano.jp

施設名

使用料

9時～
12時

１3時～
17時

18時～
21時30分

9時～
21時30分

多目的交流ホール 3,100円 4,900円 5,400円 12,700円

楽屋１及び楽屋２
（１室につき） 170円 270円 300円 710円

展示ギャラリー １日につき　4,600円

交流広場
（芝生広場） １日につき　5,000円

見学してみて、便
利さがよく分かり
ました。

本が一度に借りら
れる「自動貸出コー
ナー」がすごい。
おすすめだよ！

いろいろな仕掛け
がたくさんあって
楽しかった。

県内で初めてのものなど、
新しいシステムにびっく
り。開館したらすぐ利用し
たいです。

近代的で開放感のあるすて
きな施設。大勢の地域の皆
さんに利用していただきた
いです。

素晴らしい施設でした。地
域交流の拠点になってほし
いです。

県内で初めての機能がたく
さん。「みらい」へのステッ
プアップとなる施設でした。

とっても
広かったよ。



市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

市政トピックス

商品券のイメージ
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市
と
市
商
工
会
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
、
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、

7
月
18
日
か
ら
「
安
曇
野
市
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
」
を
１
万
セ
ッ
ト
限
定

で
発
行
し
ま
す
。
こ
の
券
は
、
1
セ

ッ
ト
１
万
円
で
2
千
円
分
の
特
典
付

き
。
千
円
券
12
枚
つ
づ
り
で
、
取
扱

店
登
録
し
た
店
舗
で
利
用
で
き
ま

す
。
12
枚
の
う
ち
、
6
枚
は
大
型

店
で
も
利
用
で
き
る
共
通
券
と
な
り
ま

す
。有
効
期
限
は
来
年
１
月
11
日
で
す
。

販
売
場
所
は
、
安
曇
野
市
商
工
会

豊
科
支
所
、
穂
高
支
所
、
堀
金
支
所
、

三
郷
支
所
、
お
よ
び
市
役
所
明
科
総

合
支
所
。
１
人
（
小
学
生
以
上
）
5

セ
ッ
ト
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

詳
細
は
次
号（
7
月
8
日
発
行
号
）

で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

～ 

取
扱
店
舗
を
募
集 

～ 

券
の
取
扱
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
手
数
料
は
商
工
会
員
が
１
％
、

非
会
員
は
3
％
。
商
工
会
各
支
所
に

備
え
付
け
の
用
紙
で
申
請
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
市
商
工
会

　
（
87・９
７
５
０	

72・８
４
９
１
）

■
20
％
の
特
典 

「
安
曇
野
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」 

　

市
地
域
公
共
交
通
会
議
兼
協
議
会

（
会
長
・
平
林
伊
三
郎
市
長
）
が
5

月
29
日
、
県
安
曇
野
庁
舎
で
開
か
れ
、

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
「
あ
づ
み
ん
」
の

昨
年
度
の
運
行
状
況
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
1
日
あ
た
り
の
平
均
利

用
者
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
度
は
３
５

１
人
で
、
19
年
度
を
64
人
上
回
っ
て

お
り
、
利
用
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
訳
を
み
る
と
、
性
別
で
は
女
性

が
78
・
1
％
を
占
め
、
年
代
別
で
は
、

70
代
以
上
の
利
用
者
が
全
体
の
67
・

4
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
女
性
の
利
用
者
、
高
齢
の
利
用

者
が
多
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の

地
域
別
の
割
合
は
、
豊
科
が
26・4
％
、

穂
高
が
28
・
8
％
、
三
郷
が
10
・
6
％
、

堀
金
が
18
・
9
％
、
明
科
が
14
・
7

％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
企
画
財
政
部
企
画
政
策
課
は
、

「
利
用
方
法
に
も
慣
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
に
合
わ
せ
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
。
電
話
番
号
の
掛
け
間
違
い
に

ご
注
意
い
た
だ
き
な
が
ら
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

■
デ
マ
ン
ド
交
通
「
あ
づ
み
ん
」
の
利
用
者
が
増
加

地域公共交通会議兼協議会（5/29 県安曇野庁舎）

　

旧
有
明
保
育
園
か
ら
分
園
化
し
、

こ
の
4
月
に
新
た
に
開
園
し
て
い
た

「
有
明
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
」
で
5
月

20
日
、
し
ゅ
ん
工
式
が
行
わ
れ
、
関

係
者
や
園
児
が
く
す
玉
を
割
っ
て
祝

い
ま
し
た
。

　

新
園
舎
に
は
県
産
材
の
木
材
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、
木
の
香
り
が
漂

う
中
で
平
林
市
長
は
、「
園
の
名
前

も
地
域
と
保
護
者
の
発
案
で
、
一
体

感
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
も
な
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

保
護
者
会
長
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
、太
田
好
美
さ
ん（
穂
高
有
明
）は
、

自
分
が
有
明
保
育
園
に
通
っ
て
い
た

こ
ろ
の
思
い
出
を
交
え
な
が
ら
、「
こ

の
新
し
い
園
で
、
た
く
さ
ん
の
思
い

出
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
子
ど
も

た
ち
に
話
し
掛
け
ま
し
た
。

　

有
明
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
は
、
穂
高

西
中
学
校
の
北
に
総
事
業
費
５
億
６

７
０
０
万
円
余
り
で
新
築
さ
れ
、
県

か
ら
の
補
助
金
や
一
般
財
源
の
ほ
か

合
併
特
例
債
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
有
明
保
育
園
の
敷
地
に

新
築
し
て
い
る「
有
明
の
森
保
育
園
」

は
こ
の
秋
に
完
成
予
定
で
す
。

■
穂
高
有
明
に
「
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
」
が
完
成

名前どおりの「あおぞら」がしゅん工を祝福

園児も一緒にくす玉割り

　

市
が
発
行
し
て
い
る
「
広
報
あ
づ

み
の
」
は
こ
の
た
び
、
平
成
21
年
全

国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
（
社
団
法
人
日

本
広
報
協
会
主
催
）
の
市
の
部
で
、

特
選
に
次
ぐ
1
席
に
入
選
し
ま
し

た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
自
治

体
の
広
報
技
術
の
向
上
を
目
的
に
毎

年
開
か
れ
る
も
の
で
、
平
成
20
年
中

に
発
行
し
た
広
報
媒
体
を
対
象
に
審

査
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
広
報
協
会
に
よ
る
と
、
県
内
か

ら
応
募
し
た
「
市
の
部
」
で
は
、
過

去
最
高
位
。
親
子
、
地
域
と
の
信
頼

関
係
を
テ
ー
マ
に
し
た
特
集
「
ふ
れ

あ
い
の
あ
し
た
」
や
連
結
決
算
な
ど

の
公
表「
市
の
財
政
状
況
を
探
る
！
」

な
ど
を
掲
載
し
た
20
年
12
月
号
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
も

ち
ろ
ん
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

活
動
を
掲
載
す
る
予
定
で
、
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
た
め
に
役
立
つ
紙
面

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
「
広
報
あ
づ
み
の
」
が
全
国
の
市
部
門
で
１
席



　玉ねぎの収穫体験や直売を行う「安曇野と
よしな玉ねぎ祭り」が 6月13日と14日、豊
科と堀金地域の 11 会場で開かれました。
　堀金中堀公民館近くの会場では、開会
前から多くの人が集まり、参加者は新玉
ねぎの収穫体験に汗を流しました。毎年、
参加している百瀬忠範さん（松本市）は、
「今年も友人に誘ってもらったので、早め
に出掛けてきました。妻がいろいろな料
理にしてくれるので今から楽しみです」
とうれしそうに話してくれました。
　玉ねぎは詰め方次第で、ネットに 20㌔
以上入るとのこと。参加者の皆さんの多
くは、一つ一つていねいに葉を切りそろ
え、ネットに詰めていました。
　この祭りは、地元の集落営農組合を中
心に平成 10 年から開催されています。玉
ねぎづくりとその販売を通じて、組合員
同士の輪、生産者と消費者の輪は、毎年
広がりを見せています。

　りんごの木のオーナー開園式（市観光協会
主催）が 5月 31 日、三郷公民館で開かれ、全
国各地から集まった 1208 件の申込者が、それ
ぞれが選んだ木にプレートを取り付けました。
　この制度は、昭和 63 年に旧三郷村で始まり、
現在は 21 園の 1454 本の木が対象。日常の管
理は園主が行い、オーナーは収穫などの作業
が体験できます。15 年前からのオーナー・当
摩信蔵さん（77・さいたま市）は、「こちらの
リンゴは私の自慢。孫が幼かったころから通っ
ていて、思い出が詰まっている」と話してく
れました。収穫祭は 11 月上旬から中旬に予定
されています。

　田植えシーズンも終盤に差し掛かった 5 月
24 日、堀金と穂高地籍にまたがる「れんげの
里」で「常念の里れんげ祭り」が行われました。
不安定な天候の中、レンゲ田に設けられたス
テージでは、堀金常念太鼓の演奏・よさこい演
舞隊ソーレあづみのの踊りが披露されました。
会場内では、宝捜しゲームや乗馬体験もあり、
会場を訪れた約 600 人が日曜のひとときを楽
しみました。主催した「安曇野堀金『れんげ
の里』づくりプロジェクトチーム」は、昨年 4
月に安曇野の原風景といえるレンゲ田を復活
させることを目的に発足され、高校生を含む
35 人で活動しています。祭りの開催された周
辺では、8月にひまわりが咲く予定です。

6/13 　安曇野とよしな玉ねぎ祭り

5/31　りんごの木のオーナー 開園式

5/24　常念の里れんげ祭り

広がる 玉ねぎの輪

思いも実る リンゴの木

原風景 レンゲ田を復活

　豊科出身の詩人・藤森秀夫をしのぶ「第
46 回童謡祭り」が 5月 5日、豊科公民館
で開かれました。この日は約 600 人が集
まり、藤森氏が作詞した童謡「めえめえ
児山羊」を全員で合唱。その後、各団体
の演奏の披露、作詞作曲コンクールの表
彰、声楽家・家田紀子さんのコンサート
が開かれました。実行委員会長の山本紘
子さん（豊科南穂高）は、「安曇野の幅
広い年代の皆さんが集い、童謡や日本の
名歌を歌う場、聞く場として、イベント
をさらに発展させたい」と抱負を話しま
した。

　アルプス花街道（実行委員会主催）の
定植作業が 5 月 31 日、豊科Ｉ C南の道
路沿いなどで行われました。この事業は
道沿いにマリーゴールドなどを育て、安
曇野を訪れる人を歓迎しようと平成 8年
に旧豊科町で始まりました。今年は 83
団体、1360人が参加。明科の団体も加わっ
たことで、全市的な取り組みに発展しま
した。実行委員会では 8 月 23 日に取り
組みをＰＲする催しを計画しています。

　安曇野市消防団ポンプ操法大会が 6月 7日、市内の王子
チヨダコンテナー（株）敷地で実施されました。
この日はポンプ車操法の部に 9チーム、小型ポンプ操法の
部に 7チームが参加し、仕事の傍ら練習に励んできた選手
の皆さんが、操作の迅速さ・正確さを競い合いました。ポ
ンプ車操法の部は、第 13 分団第１部（堀金）が優勝し、
第 13 分団第 2 部（堀金）が準優勝、小型ポンプ操法の部
は第１分団（豊科）が優勝、第 4分団（豊科）が準優勝と
なり、この 4チームは 6月 28 日に塩尻市中央スポーツ公
園で開催される松本消防協会ポンプ操法・ラッパ吹奏大会
へ出場します。
　ポンプ車操法の部優勝の第 13 分団第 1部１番員の伊藤
嘉一さんは、「大会が近づくにつれプレッシャーが高まっ
た。技術が向上したのもＯＢや仲間の指導と声援があった
からだと思っています。家族や友人の支えにも感謝してい
ます。次も頑張る」と疲れも見せず意気込みを話してくれ
ました。

5/5　童謡まつり

5/30　アルプス花街道 定植作業

6/7　市消防団ポンプ操法大会

郷土の詩人 藤森秀夫をしのび

街道彩る 協働の力

第 13 分団 1部と第 1分団が優勝

1011 広報あづみの　2009.6.24 2009.6.24　広報あづみの
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20年に1度の
歴史絵巻
5 月 2 日から 17 日を中心に
穂高神社で行われた「大遷宮祭」。
５００年以上前から行われている
この祭りをひと目見ようと、
市内外から約 56 万人が訪れました。
20 年に一度のさまざまな瞬間を
カメラで追いました。

100日前
①② 1/29遷宮祭の 100 日前に行
われた、四至榊立神事（ししさか
きだてしんじ）。神社の周囲約 1里
四方に榊を立てて祓い清める儀式。

巧の技
❺源平合戦屋島の戦「那須
与一扇の的」、❻大江山「酒
呑童子」の場面などが展示
された「穂高人形飾り物」。
境内には期間中、穂高人形
保存会による約 100体の穂
高人形が飾られ来場者の目
を楽しませました。

ホット一息
⑨ 5/16有明温泉の湯を使い、神社北駐車
場に設置された「足湯」で、「境内を歩き
回った足の疲れが取れました」と利用者。

厳かに

玄海の砂
③④ 5/3安曇族の故郷とされる九
州玄海灘（福岡市志賀島）の海岸の
砂を本殿前にまく「玄海の砂持ち行
事」。延べ 300 人の参拝者と氏子に
よって行われました。上田市から訪
れた小林照幸さんご夫妻は「今年は
娘が受験をする年なので参加しまし
た。貴重な体験ができて良かった」
と感激した様子でした。

穂
高
神
社

大
遷
宮
祭2009

①

②

⑤⑥⑦

⑧

⑨

⑪ ⑩ ③④

熱
気
に
沸
く

⑩
5
／ 

 

チ

ム
・
約
２
０
０
人

が
元
気
い

ぱ
い
の
踊
り
を
披
露
し
た

「Y
O
S
A
K
O
I

安
曇
野
」
大
遷
宮
祭
バ

ジ

ン
穂
高
総
合
支
所
前
駐
車
場
に
て

思
い
出

⑪
5
／
5
稚
児
行
列
に
は

一
般
参
加

者
も
含
め
２
１
４
人
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加

天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が

祭
り
に
彩
を
添
え
ま
し
た

⑦⑧ 5/9午前 3時、仮殿から新しい本殿へ御
神体を遷す「遷座祭」。厳粛な儀式を約 1000
人が静かに見守りました。



1415 広報あづみの　2009.6.24 2009.6.24　広報あづみの

住民自治組織のリーダー

新 年 度
区 長
市内83区の区長がそれぞれ選出され
ました。各地域の区長と本年度の区長
会役員の皆さんを紹介します。（敬称略）

区長会役員

各地域の区長

豊
科
地
域
（

区
）

清
水
邦
昭（
上
鳥
羽
）
細
田
廣
雄（
下

鳥
羽
）
新
井
喆
雄（
本
村
）
熊
井
健

治（
吉
野
）
山
口
高
史（
成
相
）
坂
槇

正
二（
新
田
）
西
村
政
捷（
寺
所
）
矢

花
彪
二（
踏
入
）
山
田
清
明（
細
萱
）

臼
井
久
夫（
重
柳
）
吉
原
貞
夫（
真
々

部
）
高
山
彬（
た
つ
み
原
）
竹
内
秀

太
郎（
飯
田
）
竹
内
文
武（
下
飯
田
）

内
田
忠
明（
中
曽
根
）
曽
根
原
健
司

（
熊
倉
）
宮
澤
益
雄（
ア
ル
プ
ス
）
寺

島
要（
徳
治
郎
）
花
村
義
弘（
田
沢
）

望
月
明
義（
小
瀬
幅
）
髙
橋
邦
夫（
大

口
沢
）
長
崎
安
行（
光
）
若
林
好
一

（
桜
坂
）

荻
原
義
重
（
矢
原
）
耳
塚
忠
治
（
白

金
）
中
村
克
可（
等
々
力
）
勝
野
正
道

（
等
々
力
町
）
赤
羽
章
正（
穂
高
町
）

荻
原
勝
昭（
穂
高
）
遠
藤
久
則（
橋
爪
）

三
澤
潔（
耳
塚
）
金
森
伊
継（
富
田
）

河
村
佳
次（
豊
里
）
丸
山
富
士
夫（
小

岩
嶽
）
松
島
英
二（
嵩
下
）
林
廣
明

（
新
屋
）
勝
野
正
男（
古
厩
）
中
沢
敏

雄（
立
足
）
小
幡
光
彦（
柏
原
）
今
井

啓
行（
久
保
田
）
平
田
宏（
塚
原
）
浅

川
勝
年（
牧
）
重
野
知
康（
柏
矢
町
）

武
井
克
彦（
島
新
田
）
髙
橋
昌
信（
青

木
花
見
）
髙
橋
利
治（
狐
島
）

牧
石
茂
信（
北
小
倉
）
降
幡
俊
一（
南

小
倉
）
降
幡
昌
幸
（
東
小
倉
）
中

田
都
夫（
室
町
）
降
旗
富
雄（
野
沢
）

二
木
永
和（
上
長
尾
）
松
岡
光
正（
下

長
尾
）
小
穴
弘
之
（
楡
）
小
林
有

司
（
住
吉
）
松
尾
榮
（
七
日
市
場
）

中
澤
章
（
一
日
市
場
）
上
條
肇
（
二

木
）
降
旗
良
光
（
及
木
）
白
澤
清

孝
（
中
萱
）

丸
山
優
喜
雄（
岩
原
）
一
志
安
敏（
倉

田
）
宮
澤
美
智
雄
（
上
堀
）
本
田

富
保
（
中
堀
）
淺
川
利
夫
（
下
堀
）

唐
澤
守
（
扇
町
）
丸
山
晴
義
（
小

田
多
井
）
宮
澤
憲
令
（
田
尻
）
青

柳
公
人
（
田
多
井
）

大
堀
正
雄（
大
足
）
浅
野
雅
樹（
光
）

内
川
勝
治（
宮
中
）
市
川
勝
彦（
町
）

大
堀
浩
司（
明
科
）
小
林
章
雄（
潮
）

宝
喜
吉（
潮
沢
）
小
林
正
直（
木
戸
）

望
月
正
勝
（
上
生
野
）
宮
下
淳
（
上

押
野
）
下
里
宗
弘
（
下
押
野
）
堀

内
勇（
塩
川
原
）
山

誠
之（
荻
原
）

赤
羽
文
博
（
南
陸
郷
）

会長
河村 佳次（豊里）

副会長
上條 肇（二木）

副会長
内川 勝治（宮中）

副会長
淺川 利夫（下堀）

事務長
竹内 秀太郎（飯田）

会長代理（副会長）
臼井 久夫（重柳）

穂
高
地
域
（

区
）

三
郷
地
域
（

区
）

堀
金
地
域
（
9
区
）

明
科
地
域
（

区
）

市区長会 新年度総会を開催安曇野市区長会総会が 5月 27 日、豊科ふれ
あいホールで開かれ、本年度の役員や事業計画
などを決めました。
本年度は、区長会が自立した機関として活動
していくため、「事務長」の役職が新たに設け
られました。また、「小さな区が交付金額の減
少により運営がなりたたない」という現状を受
け、区交付金の積算根拠の見直しを行うこと
や、区のあり方や区長の位置づけを課題として
取り上げることが確認されました。
市区長会は、市民の自治活動の連絡調整を
図ることなどを目的に、平成 19 年 5 月に発足。
市内 83 区の代表する区長で構成し、各区に共
通する課題の情報交換や相互調整などを行っ
ています。

木戸

光（豊科）

桜坂

大口沢
小瀬幅

田沢

アルプス

徳治郎

中曽根

たつみ原

穂高町

柏矢町
矢原

南陸郷

荻原

塩川原

上生野

木戸
潮沢

潮

下押野 明科

町

宮中

光（明科）

光（豊科）

桜坂

上押野

大足

大口沢
小瀬幅

田沢

アルプス

熊倉

徳治郎

寺所

踏入
細萱

新田

成相

吉野本村

下鳥羽

上鳥羽

中曽根

下飯田

重柳

真々部

飯田

たつみ原

中萱

及木

一日市場

七日市場

二木

下長尾
上長尾

野沢
室町

東小倉

北小倉

南小倉

楡

住吉
田多井

小田多井

田尻

岩原

倉田

扇町

上堀

下堀

中堀

牧

豊里

小岩嶽

新屋

富田

嵩下

耳塚

橋爪

古厩
島新田

立足

青木花見

狐島

等々力町

穂高町

穂高

等々力

白金

柏矢町
矢原柏原

久保田

塚原

※左図は、おおよそ位置を示すものです。
厳密な境界ではありません。



す
べ
て
の
免
許
を
自
主
返
納
し
た
場
合

「
あ
づ
み
ん
」回
数
券
を
交
付

　

市
で
は
、
高
齢
者
等
の
交
通
事
故
防

止
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
自
主
的
に

運
転
免
許
証
の
す
べ
て
を
返
納
し
た
場

合
、
デ
マ
ン
ド
交
通
「
あ
づ
み
ん
」
の

乗
車
回
数
券
を
交
付
し
、
自
主
的
な
運

転
免
許
返
納
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

■
対
象
者　

平
成
21
年
4
月
1
日
以
降

に
、
運
転
免
許
の
す
べ
て
を
自
主
返

納
し
た
市
民

　
（
支
援
は
本
人
の
み
で一回
限
り
で
す
。）

■
申
請
期
間　

免
許
証
の
自
主
返
納

を
し
て
か
ら
１
年
以
内

■
申
請
受
付
開
始
日

平
成
21
年
7
月
1
日

■
手
続
方
法
等　

運
転
免
許
返
納
時
に

交
付
さ
れ
る
「
申
請
に
よ
る
運
転
免

許
取
消
通
知
書
」
と
印
鑑
を
お
持
ち

の
う
え
、
次
の
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
請
窓
口

●
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

（
72
・
１
８
７
１	

72
・
９
１
３
０
）

●
穂
高
総
合
支
所
内

市
民
環
境
部
環
境
課

（
82
・
３
１
３
１	

82
・
６
６
２
２
）

●
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

■
問
い
合
わ
せ

●
運
転
免
許
証
の
返
納
手
続
き
に
関
す

る
こ
と
…
安
曇
野
警
察
署
免
許
係

（
72
・
０
１
１
０
）

●
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
に

関
す
る
こ
と
…
穂
高
総
合
支
所
内

市
民
環
境
部
環
境
課

　
（
82
・
３
１
３
１	

82
・
６
６
２
２
）

身
分
証
明
書
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

顔
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　

免
許
証
が
身
分
証
明
と
し
て
手
放
せ

な
い
と
い
う
場
合
は
、
返
納
前
に
「
顔

写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
を

取
得
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で
、
申
請
手

数
料
が
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。な
お
、

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」の
申
請
・
交

付
は
ご
本
人
に
限
り
ま
す
。
代
理
人
に

よ
る
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
申
請
窓
口
】　

　

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
係

【
申
請
時
の
持
ち
物
】　

①
印
鑑

②
顔
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

希
望
の
場
合
は
、
証
明
用
写
真
１
枚

（
縦
４
・５
㌢
×
横
３
・５
㌢
で
6
カ
月

以
内
に
撮
影
さ
れ
た
無
帽
・
正
面
・

無
背
景
の
も
の
）

③
パ
ス
ポ
ー
ト
・
運
転
免
許
証
等
の
本

人
の
顔
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
身
分
を

証
明
で
き
る
も
の

■
問
い
合
わ
せ　

各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
市
民
係
ま
た
は
、
穂
高
総
合
支

所
内
市
民
環
境
部
市
民
課
市
民
係

（
82
・
３
１
３
１	

82
・
６
６
２
２
）

申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の

取
消
し（
返
納
）申
請
の
概
要

免
許
証
は
返
納
で
き
ま
す

　
「
高
齢
と
な
り
、
運
転
し
な
い
の
で
、

運
転
免
許
証
を
返
し
た
い
」、「
大
型
車

は
も
う
運
転
し
な
い
の
で
、
大
型
免
許
だ

け
返
し
た
い
」。
そ
ん
な
場
合
は
、
警
察

署
で
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

し
」
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
、
運
転

免
許
証
を
返
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
人
し
か
で
き
ま
せ
ん

　

免
許
証
の
自
主
返
納
は
、
免
許
所
持

者
自
身
の
申
請
が
必
須
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
免
許
所
持
者
の
家
族
で
あ
っ
て

も
、
代
理
で
手
続
き
を
行
え
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
度
返
納
し
た
免
許
証
は
、

再
度
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
慎
重
に
考
え

て
か
ら
、
ご
判
断
く
だ
さ
い
。

申
請
で
き
る
場
所

　

安
曇
野
警
察
署
、
ま
た
は
中
南
信
・

東
北
信
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
申
請
で

き
ま
す
。

　

受
付
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
休

日
除
く
）。
午
前
8
時
半
か
ら
正
午
ま

で
。
午
後
１
時
か
ら
5
時
ま
で
で
す
。

　
次
の
場
合
は

申
請
で
き
ま
せ
ん

■
運
転
免
許
証
が
す
で
に
失
効
し
て
い

る
場
合

■
運
転
免
許
停
止
中
の
場
合

■
行
政
処
分
に
よ
る
取
り
消
し
・
停
止

の
基
準
に
該
当
す
る
場
合

「
免
許
を
持
っ
て
い
た
」と
い
う

証
明
書
も
あ
り
ま
す

　

免
許
証
を
返
納
し
た
人
は
、
免
許
証

を
持
っ
て
い
た
証
明
と
な
る
「
運
転
経

歴
証
明
書
」
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
申

請
期
間
は
免
許
証
を
返
し
た
日
を
含
め

１
カ
月
以
内
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　

■
問
い
合
わ
せ　

安
曇
野
警
察
署

　

免
許
係（
72
・
０
１
１
０
）
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高
齢
や
病
気
・
け
が
な
ど
で
、「
も
う
車
を
運
転
す
る
自
信
が
な
い
」
と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
自
動
車
な
ど
の
運
転

免
許
証
は
、
更
新
の
時
期
を
待
た
な
く
て
も
警
察
に
返
納
で
き
ま
す
。
市
で
は
、
自
主
的
な
返
納
を
推
進
す
る
た
め
、
運

転
免
許
の
す
べ
て
を
返
納
し
た
場
合
、
デ
マ
ン
ド
交
通
「
あ
づ
み
ん
」
の
回
数
券
９
、０
０
０
円
分
を
交
付
し
ま
す
。

申請による取消しの種類 必要書類等

すべての免許を取り消す場合（あづみん乗車回数券交付の対象） ・運転免許証

複数の免許を所持している人が、申請で一部の免許種類を
取り消す場合（例：大型・普通 → 普通 ）
※複数免許を受けている人が、下位免許のみを取消すこと
　はできません。（例：大型・普通 → 大型 ）

・運転免許証 
・免許用写真１枚

申請取り消しにかかわる免許の下位免許取得を申請する場合
（例：普通 → 原付 ）
※複数免許を受けている方が、下位免許のみを取消すこと
　はできません。（例：普通・原付 → 普通 ）

・運転免許証
・免許用写真１枚
・免許証交付手数料
（申請する免許の数に
より異なります）

運転経歴証明書

すべての運転免許を自主返納した人に
デマンド交通「あづみん」の回数券
9,000円分を交付します。

７月１日から受付開始

【

】

運
転
免
許
の
自
主
返
納
を
支
援
し
ま
す

―「あづみん」のご利用にあたってー
デマンド交通「あづみん」をご利用いただくには、事前

登録が必要です。どの程度利用するか分からない人も含め、
利用する可能性のある人（未就学児も含む）は、ぜひご登
録ください。登録は無料で随時受け付けています。

【手続きの方法】
　「利用登録票」に必要事項をご記入のうえ、ファクスま
たは郵送でお申し込みください。
　「利用登録票」は各総合支所地域支援課または社会福祉
協議会各支所窓口で入手できます。

【申し込み・問い合わせ】
安曇野市社会福祉協議会　受付センター

（471・1233 専用 673・1114）



シリーズ 3
土地利用制度

統一に向けて
 

土
地
利
用
制
度 

地
区
別
懇
談
会
（
そ
の
１
）

ご
意
見
、ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
般
に
か
か
わ
る
意
見
・
質
問

営
農
が
厳
し
く
な
っ
た
場
合

に
対
応
で
き
る
ル
ー
ル
に
す

べ
き
で
は
。

Ａ　

現
在
で
も
農
業
情
勢
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
営
農
が
厳
し
い
、
後
継
者

が
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
農
地
を

無
制
限
に
開
発
す
る
こ
と
に
は
、
大

き
な
弊
害
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

「
開
発
に
よ
っ
て
、
周
辺
農
地
の
耕

作
が
や
り
に
く
く
な
り
、
農
業
離
れ

に
拍
車
が
か
か
る
」、「
開
発
が
広
が

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
共
投
資
が
不

効
率
に
な
る
」
と
い
っ
た
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
が
予
想

さ
れ
る
中
、
将
来
的
に
宅
地
需
要
が

ど
の
程
度
あ
る
か
、
疑
念
が
持
た
れ

ま
す
。
開
発
し
て
も
売
れ
な
い
土
地

が
多
く
な
っ
た
場
合
、
環
境
が
悪
化

す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
一
定

の
ル
ー
ル
を
基
に
計
画
的
に
土
地
利

用
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。あ

る
程
度
の
融
通
が
利
く
ル

ー
ル
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ　

現
在
の
案
で
は
、
積
極
的
に
開

発
を
進
め
る
区
域
と
一
定
の
規
制
が

あ
る
区
域
に
分
け
、
さ
ら
に
規
制
が

あ
る
区
域
で
あ
っ
て
も
、
集
落
内
部

や
周
辺
部
に
お
け
る
住
宅
系
の
開
発

は
容
認
す
る
ル
ー
ル
に
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
基
本

の
ル
ー
ル
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、

本
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
趣
旨
や
目
的

に
反
し
な
い
範
囲
の
開
発
で
あ
っ

て
、
周
辺
住
民
の
同
意
を
得
る
事
な

ど
の
条
件
に
よ
り
開
発
を
進
め
ら
れ

る
ル
ー
ル
（
基
本
ル
ー
ル
を
補
完
す

る
ル
ー
ル
）づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。

集
落
基
本
区
域
の
図
面
は
い

つ
ご
ろ
見
ら
れ
る
か
。
そ
の

説
明
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

平
成
22
年
4
月
1
日
を
基
準
日

に
集
落
基
本
区
域
を
策
定
す
る
予
定

で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
閲
覧

や
説
明
会
な
ど
を
通
じ
て
お
伝
え
す

る
予
定
で
す
。

公
民
館
ご
と
に
開
催
す
る
な

ど
、
も
っ
と
細
や
か
な
懇
談

会
を
開
く
べ
き
で
は
。

Ａ　

次
回
の
説
明
会
は
、
秋
以
降
を

予
定
し
て
お
り
、
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
な
ど
を
ご
説
明
し
ま
す
。

市
内
の
約
20
会
場
で
開
催
す
る
予
定

で
す
が
、
ご
要
望
を
い
た
だ
い
た
地

区
に
つ
い
て
は
、
各
公
民
館
な
ど
で

も
開
催
し
ま
す
。

地
域
拠
点
区
域（
Ａ
区
域
）

Ａ
区
域
設
定
に
あ
た
り
区
域

に
隣
接
す
る
農
地
が
外
れ
て

い
る
の
は
な
ぜ
。

Ａ　

基
本
的
に
Ａ
区
域
は
、
開
発
を

積
極
的
に
進
め
る
場
所
と
し
て
い
ま

す
。農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域（
青

地
農
地
）
は
含
め
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
白
地
農
地
で
あ
っ
て
も
道
路
等

の
状
況
に
よ
り
区
域
か
ら
除
外
し
て

い
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ

　

市
は
昨
年
9
月
、
自
主
条
例
に
よ
り
土
地
利
用
制
度
の
統
一
を
図
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過
や
具
体
案
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
説
明
す
る
た
め
に
、本
年
3
月
か
ら
4
月
に
か
け
、地
区
別
懇
談
会
を
各
地
で
開
催
し
ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
ご
意
見
・

ご
質
問
を
い
た
だ
き
、こ
れ
を
も
と
に
、さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
月
号
は
、懇
談
会
で
の
ご
意
見
と
市
の
回
答
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ
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い
て
は
、
も
う
少
し
時
間
を
か
け
な

が
ら
精
査
し
て
い
き
ま
す
。

既
存
の
用
途
地
域
の
見
直
し

は
す
る
の
か
。

Ａ　

周
辺
の
状
況
や
用
途
地
域
の
内

容
が
合
わ
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
見

直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
旧
町
村
ご
と
に

違
う
土
地
利
用
の
方
法
を
統
一
す
る

こ
と
が
直
面
す
る
課
題
で
あ
る
た

め
、
用
途
地
域
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
制
度
統
一
後
に
実
施
し
ま
す
。

集
落
居
住
区
域
（
Ｂ
区
域
）

Ｂ
区
域
に
入
っ
て
い
る
青
地
農

地
の
取
り
扱
い
は
ど
う
な
る
？

Ａ　

青
地
農
地
は
「
農
業
の
振
興
を

図
っ
て
い
く
農
地
」
と
し
て
い
る
た

め
、
Ｂ
区
域
に
入
ら
な
い
よ
う
に
設

定
し
ま
す
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も

区
域
の
中
に
残
っ
て
し
ま
う
青
地
農

地
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
区
域
か
ら
除
外

す
る
旨
を
条
例
な
ど
で
明
ら
か
に
し

て
い
く
予
定
で
す
。

営
農
環
境

・
田
園
集
落
保
全
区
域（
Ｃ
区
域
）

田
ん
ぼ
を
買
っ
て
宅
地
開
発
す

る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
の
か
。

Ａ　

農
地
の
状
況
や
区
域
に
よ
っ

て
、
一
概
に
開
発
で
き
な
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
そ
の
農
地
が
集
落
に
囲

ま
れ
て
い
る
な
ど
の
条
件
に
よ
り
開

発
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

鉄
道
や
４
車
線
道
路
は
分
断

要
件
に
し
な
い
で
ほ
し
い
。

Ａ　
「
川
幅
」
を
分
断
要
件
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
検
討
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、「
鉄
道
」
や
「
4
車
線
道
路
」

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

面
か
ら
も
分
断
要
件
と
し
、
開
発
の

広
が
り
を
防
い
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

集
落
基
本
区
域
の
10
戸
の
定

義
は
。

Ａ　

新
た
な
開
発
は
、
集
落
内
部
や

そ
の
周
辺
へ
集
約
す
る
こ
と
が
基
本

と
な
り
ま
す
。
そ
の
集
落
の
大
き
さ

は
、
10
戸
程
度
の
ま
と
ま
り
を
基
本

に
す
る
こ
と
で
、
無
秩
序
な
開
発
を

防
げ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、

5
戸
程
度
の
集
落
で
も
１
つ
の
農
地

を
挟
ん
で
続
く
よ
う
な
場
合
も
あ
る

た
め
、
そ
の
対
応
を
補
完
す
る
ル
ー

ル
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

「
10
戸
連
担
・
3
辺
接
続
」
の

ル
ー
ル
の
適
用
だ
け
で
は
、
乱

開
発
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
。

Ａ　

こ
の
ル
ー
ル
を
基
本
と
し
た
条

例
を
策
定
す
る
こ
と
は
、
乱
開
発
や

ス
プ
ロ
ー
ル
化
の
防
止
に
一
定
の
効

果
が
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。ま
た
、

不
備
な
点
が
生
じ
た
場
合
は
、
一
定

期
間
で
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

ル
ー
ル
が
複
雑
で
分
か
り
に

く
い
。
開
発
の
予
定
が
あ
る

場
合
は
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
か
。

Ａ　

な
る
べ
く
分
か
り
や
す
い
も
の

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
条
例
の
検
討
段
階
で
あ

る
た
め
、
確
実
な
お
答
え
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
現
況
の
情

報
は
ご
提
供
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

各
区
域
や
集
落
基
本
区
域

は
、
一
度
設
定
す
る
と
変
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ　

一
定
期
間
（
約
5
年
）
ご
と
に
、

見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。

Ｃ
区
域
で
開
発
で
き
る
用
途

は
。

Ａ　

住
宅
系（
ア
パ
ー
ト
等
は
除
く
）

と
小
規
模
な
商
店
等
（
規
模
に
つ
い

て
は
検
討
中
）
に
つ
い
て
は
、
3
辺

接
続
等
の
条
件
の
も
と
に
開
発
可
能

と
す
る
予
定
で
す
。

「
3
辺
接
続
」
に
な
ら
な
く

て
も
、
一
定
規
模
の
農
地
で

周
辺
が
住
宅
等
で
囲
ま
れ
て
い
る
場

所
で
、
農
業
が
や
り
に
く
い
状
態
に

あ
る
が
、開
発
を
可
能
に
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
も
と

に
、
今
後
の
検
討
課
題
に
し
ま
す
。

一
定
の
条
件
（
全
体
の
面
積
・
3
辺

接
続
等
）に
該
当
す
る
農
地
な
ど
で
、

計
画
的
に
進
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

開
発
を
可
能
に
す
る
と
い
う
扱
い
も

検
討
し
ま
す
。

穂高総合支所での地区別懇談会（4 月 17 日）。このほ
か、市内各地で 36 回の説明会が行われました。

Ｑ

ＱＱ

ＱＱ

Ｑ Ｑ

Ｑ

Ｑ
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改
正
点
は
３
つ

　

今
回
の
税
率
改
正
で
は
、
下
表
の

青
色
部
分
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
と
め

る
と
次
の
3
点
が
改
正
点
と
な
り
ま

す
。

●
医
療
保
険
分
の
所
得
割
を
5
％
か

ら
5
・
5
％
に
、（
た
だ
し
2
年
間

に
限
り
5
・
3
％
）
均
等
割
、
平

等
割
が
そ
れ
ぞ
れ
１
、４
０
０
円

の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
支
援
分
の
所
得
割
を

1
・
5
％
か
ら
2
・
3
％
に
、
均

等
割
に
つ
い
て
は
、
３
、
６
０
０

円
、平
等
割
に
つ
い
て
は
２
、６
０

０
円
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
分
に
つ
い
て
は
、
地
方

税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
限
度

額
が
9
万
円
か
ら
10
万
円
に
引
き

上
げ
と
な
り
ま
す
。

納
税
通
知
書
は
７
月
に
発
送

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
4
月
1
日

現
在
の
加
入
者
の
前
年
所
得
や
固
定

資
産
、
人
数
に
よ
っ
て
世
帯
単
位
で

課
税
さ
れ
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者

と
な
り
ま
す
。

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
く
て
も
、
世
帯
に
１
人
で

も
加
入
者
が
い
れ
ば
、
世
帯
主
の
名

前
で
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
発
送
は
7
月
。
納
付
は
、
7
月

か
ら
翌
年
の
3
月
ま
で
の
9
回
に
分

け
て
、
1
年
分
を
お
支
払
い
い
た
だ

き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
こ
の
制
度

を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。
納
め

忘
れ
や
、
滞
納
が
増
え
て
国
保
財
政

が
赤
字
に
な
る
と
、
こ
の
制
度
を
続

け
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
で
き
ま
す

　

本
年
度
か
ら
金
融
機
関
や
市
役
所

窓
口
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

営
業
時
間
内
で
あ
れ
ば
、曜
日
や

時
間
を
気
に
せ
ず
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

　

窓
口
に
出
向
い
て
納
付
で
き
な
い

こ
と
や
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ

て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
便
利
な
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
預
金
通
帳
、
届
出
印
、

国
保
税
納
税
通
知
書
を
お
持
ち
の
う

え
、
市
内
金
融
機
関
窓
口
か
市
役
所

窓
口
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

国
保
税
率
が
変
わ
り
ま
す
。

市
は
、
３
月
議
会
で
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
本
年
度
か
ら
保
険
税
率
を
改
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
シ
リ
ー
ズ
で
、
制
度
の
仕
組
み
、
国
保
財
政
の
現
状
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
改
正
の
内
容
や
国
保
税
が
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
か
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

改正内容

国保税率の決め方

シリーズ 3

国保のしくみ
 

区　　　　分 平成 20 年度 平成 21 年度～

医
療
保
険
分

所得割 5％ 5.5％
（2年間に限り5.3％）

資産割 12％ 12％

均等割 １　人		 19,000円（年間） １　人		 20,400円（年間）

平等割 １世帯		 19,000円（年間） １世帯		 20,400円（年間）

課　税
限度額 １世帯	470,000円（年間） １世帯	470,000円（年間）

後
期
高
齢
者
支
援
分

所得割 1.5％ 2.3％

資産割 5％ 5％

均等割 １　人　	6,000円（年間） １　人				9,600円（年間）

平等割 １世帯　	7,000円（年間） １世帯				9,600円（年間）

課　税
限度額 １世帯	120,000円（年間） １世帯	120,000円（年間）

 

介
護
保
険
分

（
40
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
対
象
）

所得割 2.2％ 2.2％

均等割 １　人			7,000円	（年間） １　人				7,000円（年間）

平等割 １世帯			7,000円	（年間） １世帯				7,000円（年間）

課　税
限度額 １世帯		90,000円	（年間） １世帯	100,000円（年間）

医療費の
総　　額

国などの
補 助 金

一 部
負担金

5 月 12 日から 20 日に
かけ、市内 5 会場で国
保税率改定の説明会を
開催しました。

国保税

所得割
世帯の加入者所得に応じて計算
資産割
世帯の加入者資産に応じて計算
均等割
世帯の加入者数に応じて計算
平等割
一世帯いくらと計算

その年に予想される医療費から、病院で支払う一
部負担金と、国などの補助金を差し引いた額が、そ
の年に必要な国民健康保険税の総額になります。

国保税の総額＝
予想される医療費－（一部負担金＋補助金）

　この総額を、「所得割」「資産割」「均等割」「平
等割」の 4 項目に割り振り、それらを組み合わせ
て、一世帯ごとの国民健康保険税が決められます。



　

毎
年
8
月
1
日
は
保
険
証
の
更
新
日

で
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
7
月
下
旬

に
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
住
所
ま
た

は
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
し
て
あ
る
送
付

先
に
郵
送
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
が

届
い
た
ら
、
住
所
・
氏
名
・
自
己
負
担

割
合
な
ど
の
記
載
内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
古
い
保
険
証
は
、
8
月
1
日

以
降
に
郵
送
な
ど
で
返
還
す
る
か
、
ご

自
身
で
裁
断
す
る
な
ど
、
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
証
は
転
送
不
要
扱
い
で

郵
送
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
虚
偽
の
転

居
届
を
出
し
て
郵
便
物
を
だ
ま
し
取
る

な
ど
の
犯
罪
が
発
生
し
て
い
る
た
め
で

す
。
こ
の
た
め
、
受
取
人
が
郵
便
局
に

転
居
届
を
提
出
し
た
場
合
で
も
転
送
さ

れ
ま
せ
ん
。
住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
住

所
以
外
の
場
所
へ
送
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

所
得
と
収
入
に
応
じ
て

自
己
負
担
割
合
が
異
な
り
ま
す

　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
、
１
割

負
担（
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
負
担
）

で
す
。

【
自
己
負
担
割
合
が
1
割 

】

〔
所
得
区
分　

一
般
・
低
所
得
者
〕

▽
被
保
険
者
全
員
の
平
成
21
年
度
の
市

民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
未
満

▽
基
準
収
入
額
適
用
申
請
を
し
て
認
定

さ
れ
た
人

【
自
己
負
担
割
合
が
3
割
】

〔
所
得
区
分　

現
役
並
み
所
得
者
〕

▽
平
成
21
年
度
市
民
税
課
税
所
得
が
１

４
５
万
円
以
上
の
被
保
険
者
お
よ
び

同
一
世
帯
の
世
帯
員
で
あ
る
被
保
険

者
基
準
収
入
額
適
用
申
請
に
つ
い
て

　

3
割
負
担
と
判
定
さ
れ
た
場
合
で

も
、
収
入
額
が
下
記
の
基
準
を
満
た
せ

ば
1
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

①
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
2
人
以
上

い
て
、
合
計
収
入
金
額
が
５
２
０
万

円
未
満
の
場
合

②
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
１
人
の
み

で
、
収
入
額
が
３
８
３
万
円
未
満
の

場
合

③
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
と
70
～
74
歳

の
人
と
の
合
計
収
入
額
が
５
２
０
万

円
未
満
の
場
合

そ
の
他

※
所
得
区
分
に
つ
い
て
は
、
1
月
か
ら

7
月
ま
で
は
前
々
年
中
の
所
得
や
収

入
、
8
月
か
ら
12
月
ま
で
は
前
年
中

の
所
得
や
収
入
で
判
定
し
ま
す
。

※
所
得
に
応
じ
て
、
自
己
負
担
割
合
や

自
己
負
担
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
の

で
毎
年
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※
8
月
1
日
以
降
で
、
所
得
額
や
世
帯

判
定
対
象
者
の
構
成
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
随
時
、
一
部
負
担
金
の

見
直
し
を
行
い
、
新
し
い
保
険
証
を

交
付
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、
古
い
保

険
証
は
使
用
せ
ず
、
速
や
か
に
市
へ

返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
と
合
わ
せ
、
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
減
額
認
定

証
）
も
更
新
し
ま
す
。
す
で
に
減
額
認

定
証
を
お
持
ち
の
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
被
保
険
者
で
、
引
き
続
き
交
付
対
象

と
な
る
人
に
は
、
広
域
連
合
か
ら
7
月

下
旬
に
新
し
い
減
額
認
定
証
が
郵
送
さ

れ
ま
す
。
送
付
方
法
は
、
保
険
証
と
同

様
に
転
送
不
要
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

入
院
の
際
は
認
定
証
の
申
請
を

　

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
医
療
）
制
度

で
は
、
入
院
時
の
一
部
負
担
金
と
食
事

代
を
減
額
す
る
た
め
の
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
院
の
時
、

減
額
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

こ
と
で
、
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担
限

度
額
と
入
院
時
の
食
費
・
居
住
費
が
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
世
帯
に

未
申
告
者
が
い
る
と
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
、
原
則
と
し
て
、

更
新
の
都
度
、
減
額
認
定
申
請
書
を
提

出
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
次

に
該
当
す
る
場
合
は
、
提
出
の
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
「
適
用
区
分
Ⅱ
」
に
該
当
す
る
人
の

う
ち
、
8
月
以
降
の
申
請
月
以
前
12

カ
月
以
内
の
入
院
日
数
が
91
日
以
上

と
な
る
人
で
、
長
期
入
院
該
当
認
定

を
受
け
よ
う
と
す
る
人

②
今
ま
で
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人
で
、
初
め
て
減

額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
人

適
用
区
分
と
は

区
分
Ⅰ　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

で
、
そ
の
世
帯
の
各
所
得
が
必
要
経

費
・
控
除
（
年
金
所
得
は
控
除
額
を

80
万
円
と
し
て
計
算
）
を
差
し
引
い

た
時
、
0
円
と
な
る
人

区
分
Ⅱ　

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
人
（
区
分
Ⅰ
に
該
当
す
る
人
を

除
く
）

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
制
度

で
は
、
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
、
申

請
に
よ
り
65
歳
か
ら
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

障
害
認
定
の
要
件
は

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

（
１
）身
体
障
害
者
障
害
程
度
等
級
表
の

1
級
か
ら
3
級
に
該
当
す
る
人

（
２
）同
表
4
級
の
音
声
機
能
、
言
語
機

能
ま
た
は
そ
し
ゃ
く
機
能
の
著
し
い

障
害
に
該
当
す
る
人

（
３
）同
表
4
級
で
、
次
に
該
当
す
る
人

・
下
肢
障
害
の
1
号
（
両
下
肢
の
す
べ

て
の
指
を
欠
く
も
の
）

・
下
肢
障
害
の
3
号
（
１
下
肢
を
下か

た
い腿

の
２
分
の
1
以
上
で
欠
く
も
の
）

・
下
肢
障
害
の
4
号
（
１
下
肢
の
機
能

の
著
し
い
障
害
）

（
４
）精
神
保
健
福
祉
手
帳
1
級
・
2
級
、

愛
護
手
帳
Ａ
に
該
当
す
る
人

（
５
）障
害
年
金
1
・
2
級
の
受
給
者

■
相
談
ま
た
は
申
請
に
必
要
な
も
の

・
障
害
者
手
帳
・
障
害
年
金
証
書
な
ど

（
障
害
の
程
度
を
証
明
す
る
も
の
）

・
印
鑑
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長
寿
医
療（
後
期
高
齢
者
医
療
）制
度

加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

保
険
者
証
を

更
新
し
ま
す
。

１

橙色 ●橙色から黄色に
　変わります。黄色

新しい保険証の
特徴は

旧
新●文字が大きくなります。

●健康長寿の象徴である鶴と亀の図柄が入ります。

減
額
認
定
証
を

更
新
し
ま
す
。

２

障
害
認
定
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

３

【申請・問い合わせ先】
長寿医療（後期高齢医療）制度に

関する各種申請先・お問い合わせ

先は、各総合支所市民福祉課窓口

または穂高総合支所内市民課へ

問 482･3131 682･6622
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親
子
す
く
す
く
広
場
参
加
者
募
集

　

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
を
対
象
に

わ
が
子
へ
の
か
か
わ
り
方

父
親
の
役

割

自
然
と
ふ
れ
あ
う
大
切
さ
な
ど
を

学
び
ま
す

日
ご
ろ

子
ど
も
と
の
か

か
わ
り
が
少
な
い
お
父
さ
ん

自
然
と

触
れ
合
い
な
が
ら
子
育
て
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か

●
開
催
日　

全
8
回

7
月

日
（
日
）
8
月

日
（
日
）

9
月

日
（
日
）

月
４
日
（
日
）

月

日
（
日
）

月
６
日
（
日
）

１
月

日
（
日
）
２
月

日
（
日
）

●
時
間　

午
前
９
時

分

時

（
午
前
９
時

分
集
合
）

●
場
所　

か
じ
か
の
里
公
園

（
５
回
以
降
は
穂
高
会
館
）

●
対
象
者
　

０
歳
か
ら
４
歳
の
子
ど
も

と
お
父
さ
ん（
お
母
さ
ん
の
同
伴
可
）

●
持
ち
物
　

筆
記
用
具
・
帽
子
・
飲
み

物
な
ど

●
申
し
込
み

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
当

日
必
ず
受
け
付
け
し
て
く
だ
さ
い

（
ど
の
回
か
ら
も
参
加
可
能
で
す
）

日
程
の
お
知
ら
せ

　

平
成

年
の
成
人
式
を
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す

●
日
時
　

平
成

年
１
月

日
（
日
）

午
後
２
時

（
予
定
）

●
場
所

安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ

ツ

●
対
象
　

平
成
元
年
４
月
２
日

平
成

２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で

市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
て
い

る
人

も
し
く
は
他
市
町
村
の
中
学

校
を
卒
業
後
転
入
し

平
成

年

月
１
日
現
在
安
曇
野
市
に
住
所
を
有

す
る
人

対
象
の
人
へ
は

月
上
旬

に
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す

実
行
委
員
の
募
集

　
　

成
人
式
を
企
画
運
営
す
る
実
行
委

員
を
募
集
し
ま
す

自
分
た
ち
の

手
で
思
い
出
に

残
る
成
人
式
を

つ
く
り
ま
せ
ん

か

詳
し
く
は

社
会
教
育
係
ま

で
お
電
話
く
だ

さ
い

火
入
れ
式
役
募
集

　

今
年
で

回
目
と
な
る
信
州
安
曇
野

薪
能
が
８
月

日（
土
）
明
科
龍
門
渕

公
園
で
行
わ
れ
ま
す

開
演
に
先
立
ち

行
わ
れ
る
火
入
れ
式
で

着
物
を
着
て

松
明（
た
い
ま
つ
）を
会
場
に
運
ぶ
役
を

務
め
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す

●
応
募
資
格
　

市
内
に
居
住
あ
る
い
は

通
勤
し
て
い
る
満

歳
以
上
（
平
成

年
４
月
１
日
現
在
）
の
女
性
（
高

校
生
を
除
く
）

●
募
集
人
数
　

１
人

●
申
込
方
法
　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え

応
募
の
動
機

を
明
記
し
〒
３
９
９
８
３
０
３
穂

高
６
７
６
５
―
２
穂
高
交
流
学
習
セ

ン
タ
「
み
ら
い
」内

文
化
振
興
係

ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

●
報
償
そ
の
他
　

報
奨
金
１
万
円

薪

能
ご
招
待
券
２
枚

当
日
の
衣
装

着
付
け
代

メ

ク
代
な
ど
は
実
行

委
員
会
に
て
負
担

●
締
め
切
り
　

７
月

日（
金
）（
必
着
）

●
審
査
方
法
　

７
月
中
に
開
催
さ
れ
る

実
行
委
員
会
で
決
定

結
果
は
直
接

ご
本
人
に
通
知
し
ま
す

ワ

ド
ス
テ
プ
ア
プ
・
初
級
編
中
級
編

●
開
催
日
　

初
級
編
（
全
４
回
）

　

７
月

日
・

日
・

日
・

日

　

中
級
編
（
全
４
回
）

　

７
月

日
・

日
・

日
・

日

●
時
間
　

午
前
９
時

分

時

分

●
場
所
　

豊
科
公
民
館
大
会
議
室

●
講
師
　

田
中 

さ
お
り
さ
ん

●
対
象
　

市
内
在
住
で

文
字
入
力
な

ど

あ
る
程
度
操
作
が
で
き
る
人

ノ

ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
人

（
パ
ソ
コ
ン
が
用
意
で
き
な
い
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い)

●
定
員
　

各
講
座

人
（
先
着
順
）

●
受
講
料
　

い
ず
れ
も
８
０
０
円

　

別
途
初
級
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円

中
級
テ
キ
ス
ト
代
１
２
６
０
円

●
講
座
内
容
　

初
級
編
・
文
章
の
作
成

か
ら
イ
ラ
ス
ト
や
図
な
ど
を
入
れ
た

書
類
の
作
成

中
級
編
・
デ
ジ
カ
メ

で
撮
影
し
た
写
真
を
使

て

カ
レ

ン
ダ

を
作
成

●
申
し
込
み
　

7
月
1
日(

水)

午
前

８
時

分

公
民
館
窓
口
で
受
け
付

け

初
級
・
中
級
い
ず
れ
か
選
ん
で

く
だ
さ
い

家
庭
教
育
ひ
ま
わ
り
講
座

社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係

・
４
５
６
５ 

・
３
５
２
５

平
成

年
成
人
式

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

・
４
５
６
５ 

・
３
５
２
５

信
州
安
曇
野
薪
能文

化
課
文
化
振
興
係

・
３
１
１
１ 

・
０
９
６
６

豊
科
公
民
館
教
養
講
座豊

科
公
民
館

・
２
１
５
８ 

・
６
４
０
１

 

回
目
を
迎
え
る
豊
科
地
域
コ

ラ

ス
グ
ル

プ
の
合
同
発
表
会
で
す

皆

さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
て
お
出
掛
け
く
だ

さ
い

●
日
程
　

７
月

日
（
土
）

開
演
　

午
後
１
時

分

●
場
所
　

豊
科
公
民
館
ホ

ル

●
内
容

・
コ

ラ
ス
グ
ル

プ

団
体
の
発
表

・
全
体
合
唱

●
入
場
料
　

無
料

　

穂
高
公
民
館
で
は
「
道
祖
神
・
穂
高
」

の
著
者
で
あ
る
石
田
益
雄
さ
ん
を
講
師

に
お
迎
え
し
て
安
曇
野
・
道
祖
神
め
ぐ

り
を
開
催
し
ま
す

ウ
オ

キ
ン
グ
を

し
な
が
ら
道
祖
神
の
歴
史
や
成
り
立
ち

な
ど
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

●
日
時
　

（
全
５
回
）

７
月
５
日
（
日
）
穂
高
地
区

９
月
６
日
（
日
）
北
穂
高
地
区

月
４
日
（
日
）
柏
原
地
区

月
８
日
（
日
）
有
明
地
区

月

日
（
日
）
有
明
地
区

午
前
８
時

正
午

●
対
象
　

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

（
平
均

程
度
歩
き
ま
す

小
学

生
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

●
定
員
　

人
（
先
着
順
）

●
参
加
料
　

２
０
０
円
（
小
学
生
は
保

護
者
と
併
せ
て
２
０
０
円
で
す
）

●
申
し
込
み
　

６
月

日
（
月
）

午

前
９
時

午
後
５
時
に
穂
高
会
館
内

穂
高
生
涯
学
習
係
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

　

軽
い
変
形
ボ

ル
を
用
い
た
バ
レ

ボ

ル
型
の
楽
し
い
ス
ポ

ツ
で
す

●
日
時
　

７
月
９
日
・

日
・

日
・

日
（
毎
週
木
曜
日
）

午
後
７
時

分

９
時

分

●
場
所
　

三
郷
文
化
公
園
体
育
館

●
講
師
　

市
体
育
指
導
委
員

●
対
象
　

一
般

●
受
講
料
　

４
０
０
円
（
保
険
料
は
公

民
館
総
合
保
障
制
度
を
適
用
）

●
申
し
込
み
　

７
月
６
日
（
月
）
ま
で

に
ス
ポ

ツ
振
興
係
へ
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

　

友
好
都
市
の
江
戸
川
区
か
ら
花
火
大

会
へ
の
招
待
を
い
た
だ
き
ま
し
た

●
日
程
　

８
月
１
日
（
土
）
午
前
９
時

出
発

臨
海
水
族
園
見
学

花
火
大

会
見
学

区
施
設
泊
（
宿
泊
は
男
女

別
の
相
部
屋
）
８
月
２
日
（
日
）
タ

ワ

ホ

ル
船
掘
・
お
台
場
見
学

午
後
７
時
ご
ろ
帰
着

●
場
所
　

東
京
都
江
戸
川
区

●
定
員
　

人

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

●
対
象
者
　

市
内
在
住
の
小
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
１
人
（
１
家
族
で
保
護

者
は
１
人
）
ま
た
過
去
に
参
加
経

験
の
な
い
人

●
参
加
費
　

１
人 

１

０
０
０
円

●
申
し
込
み
　

往
復
は
が
き
に
「
花
火

大
会
申
し
込
み
」
と
明
記
の
う
え

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し

子
ど

も
支
援
係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い

●
応
募
期
限
　

７
月
９
日
（
木
）

（
当
日
消
印
有
効
）

●
申
し
込
み
〒
３
９
９
７
１
０
２

明
科
中
川
手
６
８
２
４
番
地
１

社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係
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豊
科
地
域
コ

ラ
ス
グ
ル

プ

合
同
発
表
会

豊
科
公
民
館

・
２
１
５
８ 

・
６
４
０
１

安
曇
野
・
道
祖
神
め
ぐ
り

社
会
教
育
課
穂
高
生
涯
学
習
係

・
５
９
７
０ 

・
３
９
９
０

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば

る

バ
レ

ボ

ル
講
習
会

社
会
教
育
課
ス
ポ

ツ
振
興
係

・
４
５
６
５ 

・
３
５
２
５

江
戸
川
区
花
火
大
会

参
加
者
募
集社会

教
育
課
子
ど
も
支
援
係

・
４
５
６
５ 

・
３
５
２
５

穂高プール開場
穂高プール482・8388

●期　　間：7月 11日（土）～ 8月 31日（日）
●開場時間：土日祝日および 7月 27日～ 8月 21日

午前 9時 30分～午後 5時
7月 13日～ 24日、8月 24日～ 31日
午後 0時 30分～ 5時

●料　　金：中学生以下 300 円・高校生以上 500 円（回数券
あり）・ロッカー 100 円・3 歳未満、75 歳以上、
付き添いのみは無料。

●そ の 他：小学 3 年生以下は保護者付き添いが必要。スラ
イダー利用は小 3 以上。各種教室を開催します
ので 7月 1日以降電話でお問い合わせください。

豊科プール開場
豊科プール472・6200

●期　　間：7月 18日（土）～ 8月 23日（日）
●開場時間：午前 9時 30分～午後 5時
●料　　金：中学生以下 100円・高校生以上300円・

ロッカー 100円
1歳未満、75歳以上、付き添いのみは
無料。

●そ の 他：水深が深いため、小学 4 年生以下の子
どもは保護者の付き添いがないと入場
できません。
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田淵行男記念館（4672・9964）

第 4 回飯沼冬彦先生の「おもしろ自然教室」受講生募集
　光城山で夏の植物を観察します。身近な自然を楽しく学んでみませんか。
●日時　7 月 18 日（土）午前 9 時～ 11 時 30 分 ●集合　田淵行男記念館
●定員　15 人（先着順） ●受講料　400 円（資料代・保険料など）
●申し込み　6 月 28 日（日）～ 7 月 16 日（木）までに受講料を添えて記念館窓口へお申し込みください。

親子水辺探検教室受講生募集
　涼しげなわき水の中を親子で探検してみませんか。田淵行男記念館のまわりの水辺で、生き物観察や水質検査をします。
●日時　7 月 19 日（日）午前 10 時～正午 ●場所　田淵行男記念館周辺の水辺
●内容　水辺の生き物観察や水質検査 ●講師　加々美 孝男さん（長野県自然観察インストラクター）
●定員　25 人（小中学生および保護者） ●受講料　50 円
●持ち物　長靴・バケツ・水中メガネ・水中用の網・帽子・飲み物など
●申し込み　7 月 16 日（木）までに記念館窓口へお申し込みください（電話可）。

第 16 回田淵行男をしのぶ常念登山参加者募集
　生涯で 206 回常念岳に登った田淵行男の足跡を追って、常念登山を行います。眺めるだけの山でなく、思い切って登
山に挑戦してみませんか。
●日程（1 泊 2 日）
　　　　8 月 4 日（火）午前６時豊科駅集合（貸し切りバス）～一ノ沢登山道～常念小屋～常念岳頂上～
　　　　常念小屋泊（田淵行男をしのぶ夕べ）
　　　　8 月 5 日（水）常念小屋（高山蝶・植物の観察、横通岳散策）～一ノ沢登山道～豊科駅（貸し切りバス）
　　　　午後４時解散予定
●講師　堀 勝彦さん（写真家）、山田 恒男さん（常念小屋二代目主人）　●定員　25 人（先着順）
●参加費　17,000 円（山小屋代、バス代、受講料、保険料など）
●申し込み　6 月 27 日（土）～ 7 月 16 日（木）までに、参加費を添えて田淵行男記念館窓口へお申し込みください。

（電話可）なお、登山説明会を 7 月 20 日（月・祝）午後 3 時から、ビレッジ安曇野で開催します。お申し
込みの人はご参加ください。

安曇野髙橋節郎記念美術館（481・3030	682・0551）

「仰げば尊し　１人と５人の漆芸家」展開催
　東京藝術大学で髙橋節郎に教えを受けた５人の漆芸家、並木恒

つね

延
のぶ

、三田村有
あり

純
すみ

、小林伸好、佐々木敏彦、佐々木達郎
の作品、そして髙橋節郎の作品を紹介します。

●会期　7 月 11 日（土）～ 8 月 30 日（日）
●開館時間　午前 9 時～午後 5 時
●休館日　毎週月曜日（7 月 20 日は開館）、7 月 21 日（火）
　　　　　※ 7 月 10 日（金）は臨時休館
●観覧料　一般 600 円、高校・大学生 400 円
　　　　　中学生以下・70 歳以上無料
　　　　　（20 人以上団体割引あり）
●展覧会記念講演　漆芸家・並木恒延さん
　　　　「髙橋節郎の教えと私の制作 ‐ 漆芸技法いろいろ実演」
　　　　8 月 1 日（土）午後 1 時 30 分～約 2 時間

夏休み小学生漆パネル制作講座参加者募集
　小学生とその保護者を対象に講座を開催します。漆塗りの小パネルに、漆芸技法を駆使し、金粉や色粉、あわび貝の
薄板などで絵模様を付けます。
●日時　8 月 8 日（土）、9 日（日）午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分（2 日間参加が条件）
●定員　小学生とその保護者 10 組 20 人（先着順）●指導　東京藝術大学漆芸研究室
●材料費　4,500 円（１組）　　　　　　　　　　　●持ち物　昼食、材料費、鉛筆、消しゴム、ピンセット、小はさみ
●申し込み　6 月 30 日（火）～８月６日（木）（午前 9 時～午後 5 時、休館日を除く）に電話でお申し込みください。
※ 9 月 26 日（土）、27 日（日）に一般対象の同様の講座を開催する予定です。（8 月広報に募集記事掲載予定）

貞享義民記念館（477・7550	677・7551）

信州の義民を訪ねて～その３～　参加者募集
　貞享騒動に先立つこと 12 年の延宝２年に起きた松代藩二斗八騒動。貞享騒動に影響を与えたであろう二斗八騒動の
遺跡を訪れます。あわせて騒動が起きた松代藩の歴史と文化を学びます。
●日時　　７月 15 日（水）午前８時集合、午後５時解散予定
●見学先　長野市公文書館・義民助弥関連遺跡・松代藩関連史跡　●募集人数　30 人（先着順）
●参加費　無料（松代町内の史跡見学料は自己負担） 　●持ち物　昼食・水筒・雨具・自己負担分見学料
●申し込み　記念館に直接電話でお申し込みください。

布で作る造形山野草とフラワーボトル展
サギ草など自然の草花を正確に布で作った造形山野草と、ビンの中に花を飾ったフラワーボトルを展示します。
●会期　７月２日（木）～ 29 日（水）（休館日６日・13 日・21 日・27 日） ●時間　午前９時～午後５時
●場所　記念館企画展示室  ●入場料　無料（常設展示は有料）
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河野齢蔵
「白馬岳のお花畑を登る女子学生」

（1916 年 8 月撮影）

河野齢蔵
「黒部川の吊り橋」
（1920 年 7 月撮影）

田淵行男「初冬の浅間山」
（1940 年 12 月撮影）
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安 曇 野 ブ ラ ン ド ニ ュ ー ス
安曇野ブランドデザイン会議の進ちょく状況などをシリーズでお伝えします

第15回

紹介する人

竹田 匠吾くん（小 1）季美花ちゃん（3歳）（明科中川手）
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ん
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　保育園で読んでから大好きになりました。去年の
クリスマスのプレゼントにもこのシリーズをもらい
ました。ことばがだんだんと進化するところがおも
しろいです。（匠吾くん談）
　このシリーズは全部お気に入りで、何回でも同じ
本を借りてきています。最後にあるおまけも楽しい
ようです。図書館からは１度に 2週間分借りていて、
寝る前に 2人とも 1冊ずつ読むのが習慣になってい
ます。（お母さん談）

ドキドキ・ワクワクお話の世界

7月の おはなし会
豊科　ちいさいたんぽぽ（乳幼）・おはなしたんぽぽ（幼以上）
豊科公民館和室 (472・2158）

三郷　ポケットの会
三郷公民館児童室 (477・2109）

堀金　おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー (472・5796）

明科　ひまわりおはなしの会
明科図書館内おはなしの部屋 (462・1122）

１７日（金） 11：00～（乳幼児対象）
 16：30～（幼児以上対象）

１１日（土） 10：30～（乳幼児～大人対象）

９日（木） 10：30～（乳幼児対象）
１５日（水） 16：15～（幼児以上対象）

２５日（土） 11：00～（乳幼児対象）
 11：30～（幼児以上対象）

穂高　おはなしとしょかん
穂高会館内講義室 (482・5970）

１８日（土） 10：30～（乳幼児対象）
 11：20～（幼児以上対象）
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6月 27 日に第 2回目を実施予定

　市とあづみのアクターズアカデミア（ＡＡＡ、塾長：河崎義祐監督）は共催で、「演技養成公開レッスン」を開催します。将来のチャ
ンスも視野に入れながら、今後映画やドラマなどの市内ロケでエキストラとして出演することを目指します。専門的な指導者から指導
が受けられますので、多数のご参加をお待ちしています。
　レッスンは、最初公開レッスン（４日８回）を市主催で開催し、その結果により選ばれた人がＡＡＡ主催による第１期塾生となります。

安曇野ブランド推進室
477・3111 677・6060 azumino-brand@city.azumino.nagano.jp

●レッスン日程
　①公開レッスン
　　○第 1回　7月 19日（日）午後 1時～ 3時
　　　・講師：河崎 義祐 塾長
　　　　テーマ「光を浴びる日のために」
　　　・講師：久保 真智子 氏
　　　　テーマ「表現する喜び」
　　○第 3回　8月 2日（日）午後 1時～ 3時
　　　・講師：宮崎 美恵子 氏
　　　　テーマ「ダンス」
　　　・講師：江原 達怡 氏
　　　　テーマ「存在感」

　②第 1期生　アカデミアレッスン　9月から来年 8月まで（25回）
●場　所　明科子どもと大人の交流学習施設「ひまわり」
●対　象　市または周辺に在住する中学生以上の人（性別、年齢の制限はありません。高齢者の人も大歓迎です）
●定　員　①公開レッスン・・・・・・おおむね 30人（書類選考により決定）
　　　　　②アカデミアレッスン・・・公開レッスンの結果選ばれた 10人程度
●費　用　①公開レッスン・・・・・・無料
　　　　　②アカデミアレッスン・・・有料
●申し込み　6月 29日（月）から 7月 10日（金）までの土日を除く午前 8時 30分から午後 5時まで。
　　　　　　安曇野ブランド推進室に設置する応募用紙へ記入し提出してください。

○第 2回　7月 26日（日）午後 1時～ 3時
　・講師：宮崎 美恵子 氏
　　テーマ「ダンス」
　・講師：指原 和子 氏
　　テーマ「言葉と音楽」
○第 4回　8月 9日（日）午前 10時～正午
　・講師：久保 真智子 氏
　　テーマ「表現する喜び」
　・講師：指原 和子 氏
　　テーマ　「心を歌にのせて」

■演技養成公開レッスン塾生募集■
～あづみの アクターズ アカデミア （ＡＡＡ）始動～
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市
で
は

信
州
大
学
人
文
学
部
と
地

域
文
化
の
振
興
・
生
涯
学
習
・
学
術
研

究
な
ど
の
分
野
で
連
携
協
定
を
結
ん
で

い
ま
す

昨
年
度

同
学
部
に
委
託
し

た
調
査
研
究
の
報
告
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す

皆
さ
ん
お
出
掛
け
く
だ

さ
い

●
日
時
　

7
月
9
日（
木
）

午
後
7
時

9
時

●
場
所
　

穂
高
総
合
支
所
大
会
議
室

●
内
容
　

▽
演
題
「
景
観
問
題
と
安
曇
野
景
観
研

究
」
信
州
大
学
人
文
学
部 

村
山
研

一
教
授

▽
演
題
「
安
曇
野
市
の
地
域
と
景
観
に

関
す
る
調
査
」
関
西
大
学
社
会
学
部 

渡
邊 

勉
教
授
（
元
・
信
大
准
教
授
）

　

今
お
住
ま
い
の
住
宅
に

こ
の
6
月

1
日
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ

で
す
か

火
災
で
亡
く
な
る
人
の
多
く

は
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す

火
災

は
皆
さ
ん
の
尊
い
命
や
財
産
を
奪
い
ま

す

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
お
宅
に

は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
1
日
も
早
い

設
置
を
お
願
い
し
ま
す

詳
し
く
は
最

寄
り
の
消
防
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い

　

市
で
は

農
作
物
の
鳥
類
被
害
対
策

お
よ
び
騒
音
対
策
と
し
て
「
電
子
防

鳥
機
」
を
購
入
し
た
人
に
対
し

購
入

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

●
対
象
機
器
　

電
子
防
鳥
機
（
電
子
音

声
で
鳥
の
鳴
き
声
《
警
戒
音
》
を
出

し
て
鳥
か
ら
の
食
害
を
防
ぐ
機
械
）

●
対
象
者
　

市
内
在
住
の
農
家

※
補
助
申
請
は
1
世
帯
１
回
限
り

●
補
助
率
　

購
入
価
格
の
3
分
の
1
以

内
（
１
万
円
を
上
限
と
し
て
予
算
の

範
囲
内
で
交
付
）

●
申
請
期
限
　

9
月

日
（
水
）

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
ま
で
有
効
）

●
申
し
込
み
　

各
総
合
支
所
内
産
業
建

設
課
に
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
直
接
申
請

す
る
か

郵
送
の
場
合
は
左
記
へ
送

付
し
て
く
だ
さ
い

審
査
後

申
請

数
に
応
じ

予
算
の
範
囲
で
補
助
金

額
を
決
定
し
ま
す

実
績
報
告
に

電
子
防
鳥
機
の
購
入
が
確
認
で
き
る

領
収
書
ま
た
は
購
入
明
細
書
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い

※
な
お

電
子
防
鳥
機
の
購
入
期
限
は

月

日（
金
）ま
で
で
す

●
申
請
先
　

三
郷
総
合
支
所
内
農
政
課

　

〒
３
９
９
８
１
０
１

　

安
曇
野
市
三
郷
明
盛
４
８
１
０
１

　

口
座
振
替
を
利
用
し
て
市
税
な
ど
の

支
払
い
を
し
て
い
る
人
で

次
の
よ
う

な
変
更
が
あ

た
時
は

口
座
振
替
依

頼
書
に
よ
り
変
更
・
解
約
の
届
け
出
が

必
要
と
な
り
ま
す

詳
し
く
は
収
納
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▽
納
税
・
納
入
義
務
者
が
死
亡
し
た
時

▽
相
続
な
ど
で
名
義
変
更
が
あ

た
時

▽
婚
姻
な
ど
で
姓
が
変
わ

た
時

▽
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
で
世
帯
主

が
変
わ

た
時

▽
預
金
口
座

預
金
名
義

口
座
番
号

な
ど
の
変
更
や

通
帳
を
解
約
し
た

場
合

Information

情
報
ボ

ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

明
科
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ

利
用
運
営

委
員
会
で
は
「
シ
ソ
ジ

ス
作
り

講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す

暑
い
夏
を

元
気
に
過
ご
す
た
め
に

赤
ジ
ソ
を

使

て

の
ど
ご
し
さ
わ
や
か
な
シ
ソ

ジ

ス
を
作
り
ま
す

●
日
時
　

7
月

日
（
土
）

▽
午
前
の
部
　

午
前
9
時

▽
午
後
の
部
　

午
後
１
時

分

●
場
所
　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ

（
成
相
高
架
橋
下
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
の
東
）

●
定
員
　

各

人
（
先
着
順
）

●
講
師
　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ

利
用
運
営
委
員

●
参
加
費
　

１
本
（
１

ビ
ン
）

３
０
０
円
（
材
料
費
・
ビ
ン
代
）

●
持
ち
物
　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

●
申
し
込
み
　

６
月

日（
金
）か
ら
豊

科
総
合
支
所
内
産
業
建
設
課
で
受
け

付
け
ま
す

電
話
ま
た
は
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す

　

市
で
は

新
規
就
農
者
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
内
容

▽
住
所
　

三
郷
小
倉
１
３
３
０
番
地
３

▽
種
別
　

１
階
建
て
　

Ｂ
棟

▽
間
取
り
　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
バ
ス
・
ト
イ
レ
付
）

●
家
賃
　

月
額
１
万
５

０
０
０
円

●
入
居
期
間
　

９
月
１
日

原
則
５
年
間

●
入
居
資
格
　

市
内
に
新
規
就
農
さ
れ

た
人
の
う
ち

現
在
住
居
に
こ
ま

て
い
る
人

●
申
し
込
み
　

７
月

日
（
金
）
ま
で

に

三
郷
総
合
支
所
内
産
業
建
設
課

備
え
付
け
の
入
居
申
込
書
・
営
農
計

画
書
に
記
載
し

添
付
書
類
と
合
わ

せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
選
定
方
法
　

専
門
委
員
会
に
よ
る
書

類
審
査
に
よ
り
選
定
し
ま
す
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せ

ら

知

お
信
州
大
学
人
文
学
部

委
託
調
査
研
究
報
告
会

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（

･

２
０
０
０ 

･

１
２
２
３
）

｢

電
子
防
鳥
機｣

購
入
費
の
助
成

農
政
課
農
政
係

（

･

３
１
１
１ 

･

６
０
６
０
）

シ
ソ
ジ

ス
作
り
講
習
会

産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

（

･

３
１
１
１ 

･

８
３
４
０
）

三
郷
新
規
就
農
者
住
宅

入
居
者
募
集

産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

（

･

３
１
１
１ 

･

６
０
６
０
）

市
税
等
の
口
座
振
替

収
納
課

（

･

３
１
１
１ 

･

８
３
４
０
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

お
済
み
で
す
か
？

豊
科
消
防
署（

･

３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（

･

３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（

･

２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（

･

２
９
９
２
）

生き方自問
人権教育指導員

中田 育成

人 権 コ ラ ム

　「子ども叱るな、来た道じゃ、年寄り責め
るな、往く道じゃ」こんな言葉で諭してくれ
た父が、晩年、多発性脳梗塞を患い、数年間
認知症を患った後、83 歳で他界してからは
や 15 年になる。
　奇妙な言動を見せ始めた当時は、有吉佐和
子の「恍惚の人」が大きな反響を呼び、高齢
者介護についてスポットが当てられ始めてい
たころで、後刻、専門医の診断で、初めて病
名を知った訳である。やがて、各地にデイサー
ビスが生まれ、お世話になった施設の方々や
ご近所の方々から温かく支えていただき、家
族一同有り難い思いであった。
　最近、「八重子のハミング」という文庫本
に出会った。筆者ご自身が 2年間に 3回もの
ガン手術に遭遇する中、奥さんが若年性アル
ツハイマーと診断され、日々限りなく 0歳に
戻っていく。リハビリが逆効果というこの病
気に対して、職を辞して 2人旅をする 11 年
間の記録である。　
　おじいさんの後姿から「やさしさ」が一番
の薬と、すべてを受け入れて世話をする、小
学生の 3人のお孫さん。講演等でどこへ出向
くにも同道され、「こうした病気を正しく理
解してほしい」、「地域社会が何の偏見も無く
受け入れてほしい」と、奥さんの姿を隠さず
に語られる筆者。講演中、突然歌いだした奥
さんの「里の秋」を、涙ながらの大合唱にし
た聴衆の方々。東京の満員電車で「春の小川」
を一緒に歌ってくれた男性。大浴場に「清掃
中」を掲げ、夫婦だけの至極の時を用意して
くれた女将さんの「おもてなしの心」など、
ハッとさせられる場面の連続である。
　人権尊重の礎は、今まみえる相手のすべて
を受け入れるという、己の優しさであること
を教えられた一冊である。

寄附・寄贈のお礼【敬称略】
（５月 25日～ 29 日）

◇穂高人形保存顕彰一眞会　穂高人形お船祭り保存会
　小平教室　9,712 円　福祉のため

◇特選呉服　夢がみ安曇野店店長
　小関大輔　21,400 円　福祉のため

◇宮本昭司　200,000 円　新古今和歌集他 7冊
　三郷中学校図書の充実のため

６月の納期
●市県民税　　　　　　　（１期）
●介護保険料　　　　　（６月分）
●水道料金　　（穂高・三郷地域）
●下水道使用料
　　　　（豊科 ･堀金 ･明科地域）

＝納期限は６月 30日（火）＝
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市
で
は
、
市
民
の
行
政
参
画
の
促
進

と
開
か
れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指
す
た

め
、公
文
書
な
ど
情
報
公
開
の
推
進
と
、

個
人
情
報
保
護
の
適
正
な
取
り
扱
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
科
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
と
地
域

支
援
課
で
行
っ
て
い
た
延
長
窓
口
（
毎

月
第
２
・
４
火
曜
日　

午
後
７
時
ま
で
）

は
、
住
民
票
な
ど
が
発
行
で
き
る
自
動

交
付
機
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
、
４
月
か

ら
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）、
固
定

資
産
税
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
７
月
よ
り
廃
止
に
な

り
ま
す
。

〈
公
文
書
情
報
公
開
〉　

公
文
書
と
は
、

市
が
保
有
し
て
い
る
文
書
・
図
画
・

電
磁
的
記
録
な
ど
で
す
。
平
成
20
年

度
中
の
市
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く

公
文
書
の
公
開
状
況
は
上
記
の
と
お

り
で
す
。

〈
個
人
情
報
開
示
〉　

平
成
20
年
度
中
の

市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
個

人
情
報
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
請
求
方
法　

ど
な
た
で
も
公
開
請
求

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
情
報
公
開
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
（
財
）
長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
ヤ
ミ
金
融
か
ら
身
に
覚

え
の
無
い
取
り
立
て
電
話
が
き
た
」、

「
交
通
事
故
な
ど
の
示
談
介
入
を
し
て

き
た
」
な
ど
、
民
事
介
入
暴
力
被
害
者

に
対
す
る
無
料
巡
回
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
相
談
員　

弁
護
士
、
セ
ン
タ
ー
職
員

●
申
し
込
み　

予
約
制
と
し
ま
す
。
下

記
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
混
雑
状
況
に
応
じ
て

予
約
な
し
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

市
で
は
、
消
費
者
被
害
に
対
す
る
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
多
額
の

借
金
に
お
困
り
の
人
へ
の
相
談
、
身
に

覚
え
の
な
い
請
求
ハ
ガ
キ
へ
の
対
応
、

お
年
寄
り
を
狙
う
あ
の
手
こ
の
手
の
悪

質
商
法
の
対
処
な
ど
、
消
費
生
活
相
談

員
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
出

前
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
相
談
日　

毎
週
火
・
木
曜
日

午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
場
所　

穂
高
総
合
支
所
内
環
境
課

　

ま
た
、
警
察
で
は
、
振
り
込
め
詐

欺
撲
滅
を
目
指
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の

情
報
提
供
や
相
談
に
対
応
す
る
た

め
、
専
用
電
話
の
設
置
と
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。

●
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（

０
２
６･

２
３
５･
２
５
３
０
）

upolice-furikome110@
prf.nagano.jp

　

同
様
の
相
談
は
、
松
本
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
受
付
時
間　

平
日
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
）
で
も
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。

●
相
談
電
話

　
（

35･

１
５
５
６
）
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公
開
制
度

公
文
書
の
公
開
請
求
は
61
件

問
本
総
務
課
文
書
法
規
担
当

（

71
・
２
０
０
０ 

71･

５
０
０
０
）

豊
科
総
合
支
所
の
延
長
窓
口
は

７
月
か
ら
廃
止
に
な
り
ま
す

問
豊
地
域
支
援
課
庶
務
係

　
　

市
民
福
祉
課
市
民
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･

８
３
４
０
）

実施機関 請求
件数

公開請求
公文書数

処理内訳 不　服
申立て公開 部分公開 非公開 不存在 取下げ

市長 60 226 28 172 0 26 0 4
議会 0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員会 0 0 0 0 0 0 0 0
選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0 0
監査委員 0 0 0 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0 0 0 0
農業委員会 1 1 0 1 0 0 0 0
固定資産評価
審査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　計 61 227 28 173 0 26 0 4

実施機関 請求
件数

処理内訳 不　服
申立て開示 部分開示 非開示

市長 9 8 1 0 0
議会 0 0 0 0 0
教育委員会 0 0 0 0 0
選挙管理委員会 0 0 0 0 0
監査委員 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0
農業委員会 0 0 0 0 0
固定資産
評価審査委員会 0 0 0 0 0

合　　計 9 8 1 0 0

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

学
ぶ

初心者･高齢者
のパソコン教室

ワード基礎・エクセル基
礎を学び、簡単な文章や
案内状の作成、デジタル
カメラからの写真の取り
込みなどを行います。

時：通年
　　（日曜日定休）
　　11：30～15：30
所：豊科宅老所
　　ちゃ・茶

対象：市民一般
料：1 時間 300 円

問：申：NPO 法人ちゃ・茶
　　　　代表 大谷さん
　（472･1964 672･4274）
　（携帯 090･8723･1095） 

体
験

第６回ふるさと
ウオッチング in
安曇野

初夏の安曇野を、歴史を
学びながら散策してみま
せんか。今回は、貞享義
民の里～三郷中萱、住吉
の周辺で義民の歴史をた
どります。

時：７月５日（日）
　　8：45～13：00
　　（8：30受付）
所：貞享義民記念館

定：90 人（先着順）
料：1,000 円（おにぎ
　　り代、資料代、入
　　館料、保険代）中
　　学生以下は無料

問：申：NPO 法人信州ふるさと
　づくり応援団安曇野支部
　事務局長 宮㟢さん
　（481･1325 681･1280）

●公文書情報公開の実施状況

●個人情報開示の実施状況

なつかしのあの歌、童謡・唱歌・叙情歌
♪みんなで楽しく歌いましょう♪
碌山公園研成ホール　問 4682･0769

　信州ゆかりの童謡、唱歌など心に響く

なつかしい歌や季節にちなんだ七夕の歌、

星の歌をみんなで歌いましょう。

●日　時　７月４日（土）

　18：30 ～ 20：30

●入場料　無料

時 所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み後 な援 ど

民
事
介
入
暴
力
無
料
巡
回
相
談

問
穂
環
境
課

（

82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

（
財
）長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

（

０
２
６
・
２
３
５
・
２
１
４
０
）

（

０
２
６
・
２
３
３
・
３
７
４
１
）

消
費
者
相
談
窓
口

問
穂
環
境
課

（

82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

日時 場所

8 月 5 日（水）
13：00

～
16：00

松本市役所 東庁舎

11 月 5 日（木） 塩尻市
総合文化センター

平成 22 年
1 月 15 日（金） 松本市役所 東庁舎

※相談日１回につきで６人程度、
　１人約 30 分くらい

暴走をしない させない 見に行かない
暴走族追放強化月間

　毎年、6 月～ 7 月は暴走族追放強化月間

です。信号無視や集団暴走など、交通ルー
ルを無視した暴走行為は依然として後を絶
たないのが現状です。家庭・学校・職場・
地域が一丸となって、暴走を「しない、さ
せない、許さない」態度と暴走族を追放す
る環境づくりを進めましょう。

～推進事項は～
１ 家庭、学校、職場、地域と関係機関な

どが連携し、加入を防ぎます。
２ 広報啓発活動の推進をします。
３ 指導取り締まりの強化および離脱・解

体・補導などを徹底します。

松本税務署からのお知らせ
　納税者の皆さまからの国税に関するご質
問・ご相談は、平成 20 年 11 月４日から、
国税局「電話相談センター」でお受けして
います。これに伴い、松本税務署の代表電
話（432・2790）が自動音声案内に変わっ
ています。具体的な操作は音声案内（下図）
に従ってください。また、税務署での面接
相談は、十分な相談時間をもって対応する
ため「事前予約制」としていますのでご了
承ください。予約の際には氏名・住所・ご
相談内容などをお伺いします。税金の納付
相談にお出掛けの際は、事前予約は必要あ
りません。

国税に関するご相談の流れ

税法の解釈や
適用方法など　

面接相談の
予約など　



本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
社
費
と
寄
付
金
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
災
害
救
護
を
始
め
、
地
域
の

奉
仕
活
動
、
社
会
福
祉
支
援
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
安
曇
野
市
地
区
に
お
い

て
は
、
6
月
よ
り
社
資
の
募
集
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご

理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

家
庭
で
十
分
に
養
育
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
児
童
の
生
活
の
場
と
し
て
、
里

親
制
度
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
里

親
制
度
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

7
月
12
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
4
時
ま
で

●
場
所　

穂
高
会
館

●
主
催　

県
松
本
児
童
相
談
所　

中
信

地
区
里
親
会　

松
本
児
童
園

●
内
容　

パ
ネ
ル
な
ど
で
の
里
親
制
度

の
紹
介
、里
親
関
係
の
ビ
デ
オ
放
送
、

里
親
希
望
者
相
談

■
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

　

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
交

流
、
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
る
、
信
州
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
の
参

加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

9
月
19
日（
土
）

午
前
8
時
30
分
よ
り
受
け
付
け

●
場
所　

荒
神
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
上

伊
那
郡
辰
野
町
）
ほ
か

●
対
象
者　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上

※
競
技
種
目
に
よ
っ
て
は
、
一
定
の
年

齢
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
競
技
種
目

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
ほ
か
8
種
目

●
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

ー
内
高
齢
者
介
護
課
窓
口
に
備
え
付

け
の
募
集
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

所
定
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
7
月
31
日（
金
）ま
で
に
、
長
野

県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
作
品
展

　

高
齢
者
が
創
作
活
動
を
通
じ
て
、
生

き
が
い
や
健
康
づ
く
り
を
行
い
、
明
る

く
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
開
催
さ
れ
る
「
信
州
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
」
高
齢
者
作
品
展
の
出
展
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

●
出
品
者
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳
以

上
（
昭
和
25
年
4
月
1
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
）
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人

●
募
集
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

手
工
芸
、
書
、
写
真

●
申
し
込
み　

8
月
31
日（
月
）ま
で
に

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
高
齢
者

介
護
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
作
品
展

出
品
票
（
所
定
用
紙
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
出
品
規
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
募
集
案
内
を
お
取
り
寄
せ
く
だ

さ
い
。

●
作
品
搬
入　

9
月
28
日（
月
）ま
で
に
、

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
高
齢
者

介
護
課
ま
で
作
品
を
梱こ
ん
ぽ
う包
の
う
え
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
財
）
日
本
遺
族
会
で
は
、
戦
没
者

の
遺
児
を
対
象
に
父
等
の
戦
没
し
た
旧

戦
域
を
訪
れ
慰
霊
追
悼
を
行
い
、
現
地

の
方
々
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
、
慰

霊
友
好
親
善
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

●
日
程　

詳
し
い
内
容
は
、（
財
）
日

本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係
（

０
３
・

３
２
６
１
・
５
５
２
１
）
へ

●
費
用　

賛
助
金
と
し
て
一
律
10
万
円

（
沖
縄
は
5
万
円
）

●
実
施
地
域　

①
旧
満
州
②
旧
ソ
連
③

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
④
マ
リ
ア
ナ
諸

島
⑤
中
国
⑥
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
⑦

ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
⑧
ト
ラ
ッ

ク
諸
島
⑨
パ
ラ
オ
諸
島　

⑩
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
⑪
フ
ィ
リ
ピ
ン
⑫
ミ
ャ
ン

マ
ー
⑬
沖
縄
⑭
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡

⑮
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
⑯
ギ
ル
バ
ー
ト

諸
島
（
以
上
16
地
域
）

●
申
し
込
み　

長
野
県
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
内
（
財
）
長
野
県
遺
族
会

へ
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

〒
３
８
０–

０
９
２
８

　

長
野
市
若
里
７–

１–

７

　
（

 

０
２
６･

２
２
８･

０
３
３
４
）
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福
・

康

健日
本
赤
十
字
社「
社
資
募
集
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
日
赤
安
曇
野
市
地
区
事
務
局（
穂
高
健

　

康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
社
会
福
祉
課
）

（

81･
０
７
１
６ 

81･

０
７
０
３
）

２
０
０
９
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

参
加
者
募
集

問（
財
）長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

（

０
２
６
・
２
２
６
・
３
７
４
１
）　

　

ま
た
は
健
高
齢
者
介
護
課

（

81･

０
７
３
１ 

81･

０
７
０
３
）

あ
な
た
を
必
要
と
し
て
い
ま
す

里
親
希
望
者
相
談
会

問
松
本
児
童
相
談
所

（

91
・
３
３
７
０ 

92
・
１
５
５
０
）

　
健
高
齢
者
介
護
課

（

81･

０
７
２
７ 

81･

０
７
０
３
）

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

戦
没
者
遺
児
の
慰
霊
友
好

親
善
事
業
の
参
加
者
募
集

問
健
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

（

81･

１
６
２
２ 

81･

０
７
０
３
）

工事名 工事個所 請負者 請負代金
明科北保育園改築事業　建築主体工事 明科北保育園 ㈱イトウ 257,250,000
明科北保育園改築事業　機械設備工事 明科北保育園 ㈱中部水工 41,475,000
三郷農林漁業体験実習館屋根改修工事（ファインビュー室山） ファインビュー室山 ㈱イトウ                      37,800,000
市単道路維持事業　市道豊科１級２９号線ほか　下水道舗装本復旧工事 豊科地域 ㈱武井建設                              30,345,000
明科北保育園改築事業　電気設備工事 明科北保育園 ㈱明口電設                              26,250,000
市単道路維持事業　市道豊科２級１８号線ほか　下水道舗装本復旧工事 豊科南穂高 ㈱佐原建設                              25,620,000
市単道路維持事業　市道豊科１３３３号線ほか　下水道舗装本復旧工事 豊科 ㈱振興建設                              24,780,000

ほりでーゆ～四季の郷　本館内風呂ろ過機等交換工事 ほりでーゆ～四季の郷 新菱冷熱工業㈱
松本営業所              23,520,000

市単道路維持事業　市道豊科１級１３号線ほか　下水道舗装本復旧工事 豊科 猿田建設㈱                              16,065,000
市単道路維持事業　市道豊科２２０９号線ほか　下水道舗装本復旧工事 豊科南穂高 ㈱山本組                                14,700,000
市単道路維持事業　市道穂高４５６９号線ほか　下水道舗装本復旧工事 穂高柏原 ㈱大丸組                                13,755,000
市単道路維持事業　市道豊科３０７４号線ほか　下水道舗装本復旧工事 豊科 ㈱武井建設                              13,650,000

（市単）　公共下水道　上鳥羽西枝線　第２工区管渠工事 豊科 立商工事㈲                              13,440,000
（ゼロ国債）　公共下水道青木花見西地区その２枝線管渠工事 穂高北穂高 ㈱横内組                                12,915,000
市単道路維持事業　市道穂高２３８０号線ほか　下水道舗装本復旧工事 穂高 ㈱寿建設                                12,547,500
ほりでーゆ～四季の郷　本館空調設備入れ替え工事 ほりでーゆ～四季の郷 ルピナ中部工業㈱                        12,075,000

ほりでーゆ～四季の郷　本館温水ヘッダー及びポンプ等交換工事 ほりでーゆ～四季の郷 新菱冷熱工業㈱
松本営業所              10,395,000

（市単）　公共下水道　熊倉上手第３工区管渠工事 豊科高家 ㈲藤原興業                              8,641,500
（ゼロ国債）　公共下水道関連路面復旧（矢原工区）工事 穂高 ㈱川上産業                              7,035,000
憩いの池１号橋架替え工事 豊科南穂高 山共建設㈱                              6,510,000
明科北保育園改築事業　旧園舎解体工事 明科北保育園 ㈱共立リマテック                        6,085,800

（市単）　公共下水道関連　道路占用路面復旧（熊倉西その４）工事 豊科高家 ㈱ワークメイト                          4,168,500
市営穂高プール設備修繕工事 市営穂高プール ㈱アイ・テクノロジー                    2,730,000

（市単）　公共下水道関連　道路占用路面復旧（熊倉西その５）工事 豊科高家 ㈲ニッコウ                              2,625,000

防災行政無線自動プログラム送出装置部分更新 三郷総合支所 ㈱富士通ゼネラル情報
通信ネットワーク営業部 2,520,000

入札・契約結果（平成 21 年 5 月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）



今月の料理人

丸山 康子さん

穂高
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豚肉と玉ねぎの
にんにくいため
簡単・ヘルシーがおすすめ。
特産の玉ねぎとにんにくのアリシ
ンでパワーアップ。にんにくの香
りで食欲もわいてきます。
今晩のおかずにいかがですか。

～レシピ～
●材料（２人分）
豚もも肉（薄切り）150㌘ 玉ねぎ１/ ２個（120㌘） に
んにく１かけ サラダ油大さじ１/２ 調味料Ａ〔塩小さじ
１/４ こしょう少々〕 下味Ｂ〔塩少々 こしょう少々〕
●作り方
①：玉ねぎは縦６等分のくし形に切る。にんにくは薄皮を
むき、横に薄切りにして芯を取り除く。豚肉は手で１
枚ずつほぐし、下味Bをつける。

②：フライパンにサラダ油を弱火で熱し、にんにくを入れて、
時々裏返しながら焼く。薄く色づいたら中火にし、豚
肉を加えて約１分焼き、裏返してさらに約１分間焼く。

③：豚肉の色が変わったら玉ねぎを加え、約１分間いため
合わせる。玉ねぎが少ししんなりしたら調味料 Aを加
え、手早く混ぜたら完成。

愛
情
い

ぱ
い
の 

離
乳
食
を
作

て
あ
げ
た
い

古
紙
再
生　

 

隔
月
連
載
②　

ご
み
・
資
現
物
の
ゆ
く
え

Ｑ
離
乳
食
が
始
ま
た
け
れ
ど
食
べ

さ
せ
る
量
が
分
か
り
ま
せ
ん

Ａ
ベ
ビ

用
ス
プ
ン
1
杯
か
ら
食

べ
さ
せ
は
じ
め

赤
ち

ん
の

様
子
を
み
ま
す

滑
ら
か
に
つ
ぶ
し
た

お
粥
が
身
近
な
食
材
で
す

ス
ム

ズ

に
飲
み
込
む
こ
と
が
で
き
た
ら

ス
プ

ン
で
2
杯

3
杯
と
増
や
し
て
い
き

ま
す

離
乳
食
の
進
み
具
合
は
そ
れ
ぞ

れ
個
人
差
が
あ
る
の
で

食
品
の
選
び

方
な
ど
詳
し
く
は
育
児
教
室
な
ど
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い

Ｑ
食
事
中
に
食
べ
物
で
遊
ん
で

食
事
が
進
ま
な
い
の
で
す
が

Ａ
1
回
の
食
事
時
間
は
お
お
む
ね

分
を
目
安
に
し
ま
し

う

赤
ち

ん
は
「
遊
び
食
べ
」
を
し

な
が
ら
口
の
使
い
方
や
手
の
使
い
方
を

覚
え
ま
す

ま
た

コ

プ
や
ス
プ

ン
を
使
い
な
が
ら

い
ず
れ
は
自
分
で

食
べ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
き
ま
す

危

な
く
な
い
限
り
は
見
守

て
く
だ
さ

い

と
は
い
え

遊
び
と
食
事
の
時
間

の
区
別
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん

集
中
し
て
食
事
が
で
き
る
よ
う
遊

び
の
時
間
や
散
歩
な
ど
の
活
動
を
増
や

し
ま
し

う

Ｑ
食
物
ア
レ
ル
ギ

が
心
配
で
す

Ａ
心
配
し
す
ぎ
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が

気
に
な
る
変
化
が
あ

る
場
合
は
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い

一
般
に
ア
レ
ル
ギ

の
原
因
に
な

る
場
合
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
食
物

に

牛
乳

卵

小
麦

大
豆

ピ

ナ
ツ

そ
ば
な
ど
が
あ
り
ま
す

初
め

て
与
え
る
食
品
に
つ
い
て
は

赤
ち

ん
の
体
調
が
良
い
時
に
1
口
か
ら
試
し

て
み
ま
し

う

ま
た

市
販
の
食
品

な
ど
に
も
ア
レ
ル
ギ

に
関
す
る
表
示
が

あ
り
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

◎
栄
養
指
導
者
か
ら
一
言

　

赤
ち

ん
は

5

6
カ
月
こ
ろ
ま

で
お
母
さ
ん
の
お

ぱ
い
や
育
児
用
ミ

ル
ク
を
飲
ん
で
す
く
す
く
育
ち
ま
す

そ
し
て
1
年
く
ら
い
か
け
て

ゆ

く

り
と
食
べ
る
事
を
覚
え
て
い
き
ま
す

各
保
健
セ
ン
タ

で
は
育
児
相
談
や
育

児
教
室
（
月
2
回
）
を
開
催
し
て
い
ま

す

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

各
保
健
セ
ン
タ

ま
た
は

　

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　

（

・
０
７
２
６ 

・
０
７
０
３
）

　

平
成
20
年
度

皆
さ
ん
に
分
別
い
た

だ
い
た
資
源
物
の
「
紙
類
」
は
約
４
５

５
０

に
な
り
ま
す

こ
れ
ら
は
再
資

源
化
さ
れ

有
効
に
利
用
さ
れ
ま
す

内
訳
を
み
る
と
新
聞
紙
が
２
５
１
７

雑
誌
・
雑
紙
が
１
２
７
４

ダ

ン
ボ

ル
が
５
４
５

飲
料
用
パ

ク
が
１
４

紙
製
容
器
包
装
が
１
９

０

で
し
た
そ
の
経
路
を
た
ど
る
と

市
内
各
地
域
で
収
集
さ
れ
た
紙
類
は

い

た
ん
松
川
村
の
中
間
処
理
業
者
で

圧
縮
・
梱
包
さ
れ

そ
の
後

県
内
外

に
あ
る
数
社
の
再
商
品
化
事
業
者
に
運

ば
れ
ま
す

今
回
は
そ
の
内
の
１
社

静
岡
県
富
士
市
に
あ
る

王
子
製
紙
株

式
会
社
を
訪
ね
ま
し
た

■
こ
う
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

　

こ
ち
ら
の
工
場
に
運
び
込
ま
れ
る
紙

類
は

主
に
関
東
方
面
か
ら
１
日
約
千

10

ト
ラ

ク
だ
と
１
０
０
台
分

に
な
り
ま
す

圧
縮
・
梱
包
さ
れ
て
持

ち
込
ま
れ
た
紙
類
は

巨
大
な
ミ
キ
サ

状
の
機
械
に
水
な
ど
と
一
緒
に
投
入

さ
れ

ド
ロ
ド
ロ
の
お
か
ゆ
状
に
ほ
ぐ

さ
れ
ま
す
こ
の
溶
か
し
た
原
料
か
ら

重
い
異
物
や
ご
み
を
取
り
除
き
繊
維
と

分
け
ま
す

そ
の
後

さ
ら
に
空
気
を

送
り
込
み

イ
ン
キ
を
洗
剤
の
泡
と
一

緒
に
浮
か
せ
て
除
去
し
ま
す

次
は
製

紙
工
程
に
入
り
ま
す

巨
大
な
網
の
上

で
繊
維
を
絡
み
合
わ
せ
な
が
ら

水
分

を
き
り

紙
を
形
成
し
ま
す

途
中

熱
を
加
え

紙
を
乾
燥
さ
せ
ま
す

で

き
あ
が

た
紙
を
ロ

ル
状
に
巻
き
取

り

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
合
わ
せ
て
裁

断
し
ま
す

新
聞
・
チ
ラ
シ
な
ど
は
お
菓
子
な
ど

の
パ

ケ

ジ
や
新
聞
紙
へ

雑
誌
・

雑
紙

紙
製
容
器
包
装
類
な
ど
は
主
に

ダ
ン
ボ

ル
へ

そ
し
て

飲
料
紙
パ

ク
は
テ

シ

や
ト
イ
レ

ト
ペ

パ

へ
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

資
源
物
と
し
て
出
さ
れ
る
紙
類
は
姿

を
変
え
て

ま
た
私
た
ち
の
元
に
戻

て
く
る
の
で
す

環
境
課
廃
棄
物
処
理
対
策
係

　

（

･

３
１
３
１ 

･

６
６
２
２
）

毎日すこやか、健康づくり

環
境 

ナ
ビ

工場案内をしてくれた瀬
古さん。ほぼ 100％の
古紙を原料にした製紙
工程の説明をしていただ
きました。「使い終わっ
た紙をすべて原料にする
ことで資源の有効活用
につながっていると感じ
ています」と話してくれ
ました。

６月

できたばかりの再生紙のロールは、長さ 1万㍍に
もなります。

主に関東方面から 1日 100㌧ほどの古紙
が運ばれてきます。

倉
庫
内
の
よ
う
す

食
べ
る
こ
と

て
楽
し
い
な

マ
マ
と
一
緒
の
離
乳
食

6 ～ 7カ月児のための育児教室が４
月 24日（金）、堀金保健センターで
行われ、子育て中のおかあさんと離
乳中のお子さん、8組が参加しまし
た。泰雅ちゃんのおかあさん矢口亜
希子さん（堀金烏川）は、「食べる
ことの楽しさを、離乳食をとおして
わが子に伝えたい」と笑顔で話して
くれました。
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安曇野

彩
紀
行

本 　 庁 　舎	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4932番地46	 TEL	0263-71-2000	 FAX	0263-71-5000
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今月の色

水色
Mizu-Iro

淡く、明るい青色

「アクア」と同色

其
の
四
十
五

　

残
雪
の
映
え
る
北
ア
ル
プ
ス
。
そ

こ
を
源
と
し
、
滔と
う
と
う々

と
流
れ
る
梓
川
、

高
瀬
川
、
穂
高
川
。
そ
し
て
、
こ
の

3
つ
の
川
が
め
ぐ
り
合
い
、
1
つ
の

川
と
な
る
の
が
、
明
科
の
犀
川
河
川

敷
付
近
で
す
。

　

こ
の
場
所
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

「
お
水
迎
え
」
は
、
安
曇
野
を
潤
し
、

多
く
の
恩
恵
を
与
え
て
い
る
水
を
「
お

迎
え
」
し
、敬
う
行
事
。
商
工
関
係
者
、

市
民
団
体
な
ど
が
出
席
し
、
今
年
は

5
月
19
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
雪
解

け
水
が
含
ま
れ
た
川
の
水
を
ひ
し
ゃ

く
で
す
く
い
、
今
季
の
豊ほ
う
じ
ょ
う穣
を
祈
り

ま
し
た
。

　

冬
の
姿
の
山
々
に
見
守
ら
れ
、
命

が
最
も
輝
く
季
節
、
夏
と
な
り
ま
す
。

編 

集 

後 

記

◆
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
を
取
材
し
ま

し
た
。
気
迫
の
真
剣
勝
負
。
見
て
い
て
心

強
く
な
り
ま
し
た
。
家
族
や
職
場
の
支
え

に
感
謝
し
、
地
域
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
仲
間
づ
く
り
も
大
事
だ
よ
。 

Y

◆
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
付
け
て
以
来
初
め
て
高
速
道

路
を
利
用
。
割
引
も
多
く
安
く
移
動
で
き

る
の
は
う
れ
し
い
。
し
か
し
Ｃ
Ｏ
２
削
減

が
叫
ば
れ
る
中
、
気
持
ち
は
複
雑
。
お
財

布
だ
け
で
な
く
地
球
に
も
優
し
い
行
動
を

考
え
な
く
て
は
。 

S

◆
自
宅
の
す
ぐ
横
に
あ
る
水
田
の
水
口
に

「
イ
モ
リ
」
が
い
ま
す
。
毎
年
こ
の
時
期

出
て
き
て
愛あ
い
き
ょ
う嬌
の
あ
る
顔
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
環
境
問
題
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

変
わ
ら
ぬ
自
然
に
少
し
だ
け
安
心
す
る
の

で
す
。 

M

◆
当
紙
が
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
１
席
に
入

選
。
子
ど
も
へ
の
地
域
の
姿
勢
や
活
動
を

掲
載
し
た
号
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
取
り
組
み
は
、
全
国
ど
こ
で
も
胸
の

張
れ
る
、
多
く
の
人
の
心
に
届
く
活
動
だ

と
再
認
識
し
ま
し
た
。 

T

冬の姿で　夏となる
～梓川、高瀬川、穂高川合流地点で、恒例の「お水迎え」～

古紙を配合した再生紙、
環境に優しい大豆油インクを使用しています。

2009.6.1現在 （ ）内は対前月比　

人口 99,383人（   ＋3）

 男 48,182人（   ＋5）

 女 51,201人（   －2）

世帯 36,529世帯（ ＋15）
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